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は
じ
め
に

江
戸
後
期
に
活
躍
し
た
絵
師
・
歌
川
広
重
（
一
七
九
七
～
一
八
五
八
）
は
東
海

道
絵
を
多
く
手
掛
け
、
そ
こ
か
ら
影
響
を
受
け
た
作
品
が
当
時
か
ら
多
数
刊
行
さ

れ
た
。
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
刊
行
の
『
東
海
道
五
十
三
駅
鉢
山
図
絵
』（
図
１
）

も
、
そ
れ
ら
類
縁
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
本
書
は
詳
細
不
明
の
木
村
唐
船
（
生
没

年
不
詳
）
が
制
作
し
た
「
鉢
山
」
を
、
歌
川
国
芳
（
一
七
九
八
～
一
八
六
一
）
の

門
下
の
絵
師
・
歌
川
芳
重
（
生
没
年
不
詳
）
が
絵
画
化
し
た
図
集
で
あ
る
。

『
東
海
道
五
十
三
駅
鉢
山
図
絵
』
の
み
を
扱
っ
た
先
行
研
究
は
見
当
た
ら
な
い

も
の
の
、
広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ（

１
）の

伝
播
や
盆
栽
な
ど
を
取
り
上
げ
た
論
文
や
図

録
で
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
〇
四
年
に
鈴
木
重
三
氏
は
、
歌
川
広
重
の
手
掛
け

た
保
永
堂
版
『
東
海
道
五
十
三
次
』（
以
下
「
保
永
堂
版
」）
の
図
様
か
ら
影
響
を

受
け
た
作
品
の
一
つ
と
し
て
本
書
を
挙
げ
、「
保
永
堂
版
東
海
道
か
ら
の
ヒ
ン
ト

が
窺
わ
れ
る
作
が
多
い
」
と
す
る（

２
）。

ま
た
、
二
〇
一
四
年
に
井
田
太
郎
氏
は
江
戸

の
縮
景
を
描
い
た
作
品
を
紹
介
す
る
な
か
で
、
本
書
で
描
か
れ
る
中
国
風
の
「
鉢

山
」
が
『
占
景
盤
図
式
』
に
該
当
す
る
と
指
摘
し
、
そ
の
作
成
時
に
は
文
化
五
年

（
一
八
〇
八
）
に
刊
行
さ
れ
中
国
風
の
景
色
を
模
し
た
『
占
景
盤
』
や
、
そ
の
増
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補
版
で
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
刊
行
の
『
占
景
盤
図
式
』
が
直
接
的
に
参
照
さ

れ
て
い
た
と
想
定
す
る（

３
）。

続
け
て
、
広
重
の
東
海
道
は
風
俗
や
宿
駅
に
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
し
た
近
像
型
構
図
を
取
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
鈴
木
春
信
以
降
に
流
布
し

た
モ
チ
ー
フ
を
組
み
合
わ
せ
る
手
法
を
使
用
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
鈴
木
氏
と

井
田
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
江
戸
時
代
の
園
芸
ブ
ー
ム

の
研
究
が
進
ん
だ
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
本
書
は
全
国
各
地
の
展
覧
会
で
展
示
さ
れ

て
い
る（

４
）。

二
〇
〇
二
年
、
鈴
木
淳
氏
に
よ
っ
て
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
図
書
館
本
が

紹
介
さ
れ
た
時
点
で
、
本
書
は
「
嘉
永
元
年
版
以
外
に
、
明
治
版
が
あ
る
の
み
。

伝
本
が
稀
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
の（

５
）、

現
在
で
は
国
内
外
を
含
め
博
物
館
や
美
術

館
だ
け
で
な
く
、
図
書
館
な
ど
に
伝
来
す
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る（

６
）。

米
国
国
立
農
学
図
書
館
本
は
状
態
が
良
い
も
の
の
、色
彩
の
濃
さ
か
ら
後
刷
り
、

国
文
学
研
究
資
料
館
本
は
全
体
的
に
淡
い
色
合
い
で
薄
く
、
初
版
本
の
な
か
で
も

初
期
に
刷
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
は
所
蔵
館
に
よ
っ
て
色
合
い
が
異
な
る

も
の
の
、「
鉢
山
」
の
図
様
は
同
じ
で
あ
る
。
先
行
研
究
や
図
録
解
説
に
お
い
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
際
に
は
、
お
お
む
ね
鈴
木
氏
と
井
田
氏
の
論
文
に
準
拠
し
、「
保

永
堂
版
」
を
中
心
と
し
た
広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
と
『
占
景
盤
図
式
』
を
参
照
し
、

そ
れ
ら
の
図
様
に
倣
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
す
る
考
え
で
一
致
し
て
い
る
。

本
稿
は
、『
東
海
道
五
十
三
駅
鉢
山
図
絵
』
の
概
要
と
翻
刻
、
絵
師
に
つ
い
て

ま
と
め
た
う
え
で
、
本
書
の
主
題
で
あ
る
「
鉢
山
」
の
図
様
を
中
心
に
考
察
を
行

う
。
鉢
山
図
を
上
部
の
東
海
道
絵
と
下
部
の
器
図
に
分
け
、
各
図
を
広
重
の
東
海

道
絵
お
よ
び
『
占
景
盤
図
式
』
と
比
較
し
、
そ
の
意
匠
に
お
け
る
源
流
を
辿
る
。

ま
た
、「
鉢
山
」の
中
心
に
あ
る
山
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

本
書
が
江
戸
の
地
か
ら
波
及
し
た
東
海
道
ブ
ー
ム
お
よ
び
「
や
つ
し
文
化
」
に
加

え
、
大
坂
に
お
け
る
文
人
の
「
唐
物
趣
味
」
が
複
合
し
制
作
さ
れ
た
作
例
で
あ
る

と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
制
作
者
の
問
題
を
考

察
し
、
江
戸
の
地
に
お
け
る
流
行
が
ど
の
よ
う
に
大
坂
へ
波
及
し
受
容
さ
れ
た
の

か
を
考
察
す
る
。

一　
『
東
海
道
五
十
三
駅
鉢
山
図
絵
』
の
概
要
と
制
作
者

（
一
）
概
要

『
東
海
道
五
十
三
駅
鉢
山
図
絵
』
は
、
鉢
の
上
に
東
海
道
五
十
三
次
の
名
所
図

を
配
置
し
た
版
本
で
あ
る（

７
）。

本
書
は
、
木
村
唐
船
（
生
没
年
不
詳
）
が
日
本
橋
と

東
海
道
五
十
三
の
宿
駅
と
、
京
都
の
三
条
大
橋
と
大
内
裏
を
器
の
上
に
石
や
人
工

物
で
縮
小
化
し
て
「
鉢
山
」
に
し
た
も
の
を
、
歌
川
（
南
遊
斎
）
芳
重
が
全
五
六

図
の
絵
画
に
描
き
起
こ
し
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
全
二
冊
の
木
版
多
色
摺

の
半
紙
本
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
上
巻
は
大
坂
の
丼
池
付
近
に
住
む
蛙
菴
主

人
と
、蓬
雲
斎
田
一
鶴
に
よ
る
「
叙
」
に
続
き
、日
本
橋
（
江
戸
）
か
ら
袋
井
（
遠

江
）
ま
で
の
二
八
図
を
掲
載
す
る
。
下
巻
は
見
付
（
遠
江
）
か
ら
大
内
（
京
都
御

所
）
ま
で
の
二
八
図
を
掲
載
し
、「
鉢
山
」
の
制
作
方
法
を
指
南
す
る
「
鉢
山
造

り
様
之
事
」
を
附
し
て
い
る（

８
）。

上
巻
に
み
る
二
つ
の
序
文
の
う
ち
、
蛙
菴
主
人
の
「
叙
」
は
文
頭
で
「
鉢
山
」

が
ど
の
よ
う
な
形
式
で
あ
る
の
か
を
記
す（

９
）。

盆
に
石
を
置
、
勝
景
を
見
る
を
盆
山
と
云
。
鉢
に

石
を
据
へ
、
土
を
盛
り
て
勝
地
の
景
色
を
作
ス

を
鉢
山
と
よ
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）
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盆
に
石
を
置
い
て
、
絶
景
を
表
現
す
る
こ
と
を
「
盆
山
」
と
言
い
、
鉢
に
石
を

据
え
て
土
を
盛
り
、
勝
景
の
地
を
作
る
こ
と
を
「
鉢
山
」
と
称
す
と
し
て
い
る
。

「
鉢
山
」
は
盆
栽
や
盆
山
と
異
な
り
、
石
や
植
物
だ
け
で
な
く
人
工
物
を
用
い
て
、

ど
こ
か
特
定
の
景
観
を
鉢
の
上
で
立
体
的
に
表
現
す
る
も
の
と
い
う（

（1
（

。
本
書
を
画

面
の
下
か
ら
見
て
い
く
と
、
ま
ず
鉢
が
あ
り
、
そ
の
上
の
全
面
に
蒔
砂
を
敷
き
詰

め
、
大
き
な
石
と
土
を
盛
り
、
植
物
や
建
物
な
ど
の
人
工
物
を
配
し
て
い
る（

（1
（

。
ま

た
、
余
白
部
分
に
は
黒
文
字
で
宿
駅
名
を
書
き
、
色
刷
り
の
楕
円
の
な
か
に
地
色

で
名
所
の
名
前
を
地
色
で
記
載
す
る
。

こ
れ
に
続
け
て
、
本
書
の
成
立
経
緯
を
記
し
て
い
る
。
唐
船
の
手
に
な
る
東
海

道
宿
駅
の
「
鉢
山
」
を
早
く
に
知
っ
た
絵
師
の
芳
重
が
、
写
し
て
絵
に
し
た
い
と

申
し
出
た
が
、
唐
船
は
老
い
楽
の
園
芸
を
ど
う
し
て
世
に
示
す
必
要
が
あ
る
の
か

と
断
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
再
三
に
わ
た
っ
て
芳
重
が
頼
み
込
ん
だ
結
果
、
つ
い

に
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
本
書
は
広
重
の
東
海
道
絵
か
ら
影
響
を
受
け
た
他
の
類
例
作
品
と
は

異
な
り
、「
鉢
山
」
と
い
う
立
体
造
形
物
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
を
絵
画
化
し

た
作
品
と
な
る（

（1
（

。
ま
た
「
鉢
山
」
の
制
作
当
初
か
ら
版
本
化
を
検
討
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
く
、
個
人
的
娯
楽
に
過
ぎ
な
か
っ
た
造
形
物
を
絵
師
が
見
出
し
、
絵
画

化
を
要
請
し
た
と
い
う
点
で
、
特
異
な
版
本
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
下
巻
掲
載
の
「
鉢
山
造
り
様
之
事
」
は
、「
鉢
山
」
の
制
作
方
法
に
つ

い
て
記
し
て
い
る
。
こ
の
題
は
『
占
景
盤
図
式
』
の
巻
末
に
附
さ
れ
た
「
景
盤
造

リ
様
」
と
類
似
し
、
そ
れ
が
意
識
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
目
次
や

章
立
て
は
無
い
も
の
の
、
大
き
く
分
け
て
以
下
の
よ
う
な
事
項
が
記
さ
れ
る（

（1
（

。

一
．
制
作
方
法
の
概
要

二
．
石

（
一
）
種
類

（
二
）
苔
の
付
け
方

（
三
）
石
の
色

三
．
植
物

四
．
蒔
砂

五
．
景
物

（
一
）
配
す
る
人
形

（
二
）
雪
景
色
の
作
り
方

（
三
）
谷
川
の
表
し
方

（
四
）
地
面
の
苔

六
．
育
て
方
と
心
得

内
容
は
ほ
ぼ
箇
条
書
き
で
詳
細
に
は
記
さ
な
い
た
め
、
こ
の
文
章
を
読
ん
だ
と

し
て
も
「
鉢
山
」
を
制
作
す
る
に
は
至
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
も
本
書
は
、
唐
船
が

作
成
し
た
「
鉢
山
」
の
画
集
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
も
し
く

は
、
江
戸
期
版
本
の
序
文
に
は
し
ば
し
ば
誇
張
表
現
が
用
い
ら
れ
る
た
め
、
唐
船

は
東
海
道
の
「
鉢
山
」
自
体
を
実
際
に
は
立
体
物
と
し
て
制
作
し
て
お
ら
ず
、『
占

景
盤
』
の
文
章
に
倣
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
詳
細
な
製
作
方
法
を
書
け
な
か
っ
た
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
本
書
は
、「
鉢
山
」
を
作
成
し
、
観
賞
す
る
文
化
、

つ
ま
り
鉢
山
の
制
作
者
と
受
容
者
が
充
分
に
い
る
大
坂
の
地
で
、
江
戸
後
期
に
生

ま
れ
た
版
本
と
わ
か
る
。
そ
し
て
、
鑑
賞
者
は
す
で
に
「
鉢
山
」
の
制
作
方
法
を

知
っ
て
い
る
か
、東
海
道
絵
や
『
占
景
盤
図
式
』
な
ど
を
好
ん
だ
人
物
で
あ
ろ
う
。
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（
二
）
翻
刻凡

例一
、
底
本
は
国
文
学
研
究
資
料
館
本
と
す
る
。

一
、【
】
内
に
和
書
の
部
位
名
を
追
記
し
た
。

一
、（
）
は
落
款
を
指
す
。

一
、
合
字
「
より
」
は
「
よ
り
」
と
表
記
し
た
。

一
、「
叙
」
と
「
鉢
山
造
り
様
之
事
」
に
は
適
宜
濁
点
と
句
読

点
を
追
加
し
た
。

一
、
鉢
山
図
の
名
称
は
改
行
せ
ず
、
そ
れ
以
外
は
底
本
と
同
じ

位
置
で
改
行
し
た
。

【
上
巻
表
紙　

外
題
】

東
海
道

五
十
三
驛

鉢
山
図
繪　

上

【
上
巻　

見
返
し
題
】

東
海
道

五
十
三
驛

鉢
山
図
繪

【
叙
一　

著
作
情
報
】

叙

盆
に
石
を
置
、
勝
景
を
見
る
を
盆
山
と
云
。
鉢
に

石
を
据
へ
、
土
を
盛
り
て
勝
地
之
景
色
を
作
ス

を
鉢
山
と
よ
ぶ
。
漢
国
に
て
は
占
景
盤
・
縮
景
盤

と
い
へ
る
よ
し
。
お
の
〳
〵
其
呼
名
異
同
な
り
と
い
へ
共
、

倶
に
千
里
の
好
景
、
山
海
之
風
色
を
坐
し
て

一
室
之
中
に
ミ
る
。
無
窮
之
楽
ミ
ニ
し
て
、
予
か
父
な
る

唐
船
翁
、
此
道
に
心
深
く
、
過
し
年
よ
り
四
方
に

名
だ
ゝ
る
驛
路
の
風
景
を
つ
く
り
い
て
ゝ
ご
と
し

そ
の
好
景
こ
と
〴
〵
く
と
ゝ
の
ひ
し
を
畫
工

南
遊
斎
芳
重
は
や
く
其
こ
と
を
知
り
、
是
を

写
し
、
繪
に
し
て
、
桜
木
に
の
ぼ
せ
ば
や
と
乞
ふ
と

い
へ
ど
も
、
元
よ
り
老
楽
の
獨
藝
を
何
ぞ
世
ニ
公
に

せ
む
と
辞
し
玉
ふ
を
、
再
三
に
及
び
終
に
許
さ

れ
て
、
予
ニ
そ
の
ゆ
へ
よ
し
を
述
べ
よ
と
あ
な
れ

ど
、
智
浅
く
才
ミ
じ
か
く
し
て
、
筆
を
採
る
に

い
た
ら
ず
。
さ
れ
ど
か
く
て
、
や
ミ
な
む
も
本
意

な
ら
じ
と
、
こ
れ
に
五
十
三
驛
鉢
山
圖
繪

と
題
し
て
、
二
ま
き
之
と
ぢ
本
と
ハ
な
れ
り
、

見
る
人
其
魯
鈍
な
る
を
笑
ひ
玉
ふ
な
と

父
に
か
は
り
て
、
巻
の
始
に
こ
と
は
り
を
か
ひ
つ

く
る
も
の
ハ
、
今
浪
花
丼
池
之
ほ
と
り
に
住
。

蛙
菴
主
人

（
朱
文
円
印
「
春
嶺
斎
」
白
文
方
印
「
一
号
吐
虹
」）
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嘉
永
改
元

申
と
し
五
月

【
叙
二
】

友
人
春
嶺
斎
は
、
挿
花
盆
山
の
道
を

も
て
世
に
其
名
芳
し
。
予
も
同
流
の
因
を

も
て
莫
逆
の
交
り
を
結
ぶ
こ
と
久
し
。

あ
る
日
、
一
小
冊
を
も
て
、
是
に
は
し
書
せ
よ
と

み
る
に
、
嶺
か
父
な
る
唐
船
翁
か
こ
ゝ
ろ
づ
く

し
の
鉢
山
圖
會
な
り
け
り
。
一
た
び
是
を

ひ
ら
け
バ
、
坐
し
て
東
行
の
本
意
を
達
す
。

嗚
呼
、
此
景
あ
り
て
此
書
あ
り
、
此
親
あ
り
て

此
子
あ
り
と
感
嘆
し
て
筆
を
止
。

蓬
雲
斎

田
一
鶴

（
白
文
方
印
「
寉
田
荘
印
」
朱
文
方
印
「
三
松
亭
」）

【
鉢
山
図
】

日
本
橋　
　
　
　

通
り
一
丁
目
入
口

品
川　
　
　
　
　

御
殿
山

川
崎　
　
　
　
　

六
郷
の
渡

神
奈
川　
　
　
　

か
な
か
わ
だ
ひ

程
土
ヶ
谷　
　
　

志
な
の
坂

戸
塚　
　
　
　
　

立
バ
よ
し
田

藤
澤　
　
　
　
　

遊
行
寺
右
ニ
見
へ
る

平
塚　
　
　
　
　

け
わ
い
坂
平
地

大
磯　
　
　
　
　

梅
沢
立
場

小
田
原　
　
　
　

湯
本
た
て
バ

箱
根　
　
　
　
　

山
中
ノ
景

三
島　
　
　
　
　

三
し
ま
明
神

沼
津　
　
　
　
　

宿
入
口

原　
　
　
　
　
　

柏
原
右
に
冨
士
見
へ

吉
原　
　
　
　
　

冨
士
川
わ
た
し
場

蒲
原　
　
　
　
　

七
な
ん
坂
雪
げ
し
き

由
井　
　
　
　
　

さ
つ
た
峠
ろ
か
り

興
津　
　
　
　
　

清
見
寺

江
尻　
　
　
　
　

ま
が
り
か
ね

府
中　
　
　
　
　

阿
べ
川
か
ち
渡
り

丸
子　
　
　
　
　

切
通
し
原

岡
部　
　
　
　
　

宇
都
山

藤
枝　
　
　
　
　

瀬
戸
川

嶋
田　
　
　
　
　

大
井
川
河
端

金
谷　
　
　
　
　

ま
き
の
原

日
坂　
　
　
　
　

さ
よ
の
中
山

懸
川　
　
　
　
　

を
い
け

袋
井　
　
　
　
　

み
か
の
坂

【
下
巻
表
紙　

外
題
】

東
海
道

五
十
三
驛
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鉢
山
圖
繪　

下

【
鉢
山
図
】

見
付　
　
　
　
　

天
龍
川
渡
し
場

濱
松　
　
　
　
　

篠
原
よ
り
海
上
ヲ
見

舞
坂　
　
　
　
　

海
上
よ
り
須
山
ヲ
見
ル

荒
井　
　
　
　
　

御
関
所

白
須
賀　
　
　
　

潮
見
坂

二
川　
　
　
　
　

立
場
い
む
れ

吉
田　
　
　
　
　

吉
田
橋

御
油　
　
　
　
　

立
バ
国
府

赤
坂　
　
　
　
　

茶
の
木
原

藤
川　
　
　
　
　

山
中

岡
崎　
　
　
　
　

矢
作
橋

池
鯉
鮒　
　
　
　

落
合

鳴
海　
　
　
　
　

あ
り
松

宮　
　
　
　
　
　

七
里
渡

桑
名　
　
　
　
　

船
渡

四
日
市　
　
　
　

長
田
橋

石
薬
師　
　
　
　

高
宮

庄
野　
　
　
　
　

川
合
橋

亀
山　
　
　
　
　

城
下
出
口

関　
　
　
　
　
　

筆
捨
山
右
ニ
ミ
る

坂
の
下　
　
　
　

鈴
鹿
山

土
山　
　
　
　
　

松
の
尾
川

水
口　
　
　
　
　

泉
縄
手

石
部　
　
　
　
　

か
な
山
左
り
ニ
見
る

草
津　
　
　
　
　

瀬
田
よ
り
石
山
ヲ
見

大
津　
　
　
　
　

矢
橋
よ
り
舟
付

京
三
条
大
橋　
　

都
入
口

大
内　
　
　
　
　

大
尾

【
鉢
山
造
り
様
之
事
】

鉢
山
造
り
様
之
事

一　

川
砂
と
山
土
と
を
等
分
に
て
か
く
合
し
、
油
か
す
す
こ
し
入
、

よ
く
地
を
な
ら
し
、
石
を
す
へ
べ
し
。
但
シ
三
方
正
面
に

な
る
や
ふ
組
入
べ
し
。
尤
石
の
数
三
ツ
五
ツ
七
ツ
と
つ
か
ふ
べ
し
。

数
て
う
に
な
る
ハ
あ
し
く
、
ふ
た
つ
ハ
阴
阳
と
と
な
へ
て
用
れ
共
、

其
餘
四
ツ
六
ツ
と
遣
ふ
は
無
用
た
る
べ
く
、
都
て
石
ハ
天
人
地
と
組

合
す
べ
し
。
天
之
石
と
云
ハ
其
か
た
ち
天
に
そ
ひ
へ
、
谷
峯
の

景
色
有
て
内
あ
つ
き
を
云
。
こ
れ
阳
の
石
也
。
人
の
石
ハ
そ
の

象
山
を
中
分
に
も
ち
て
、
険
阻
に
な
き
を
云
。
是
阴
阳
を

か
ね
た
る
石
也
。
地
の
石
ト
云
ハ
、
其
か
た
ち
ひ
ら
ミ
に
は
し
り
て
、

平
地

之
如
く
な
る
を
云
。
是
阴
也
。
右
之
如
組
合
せ
な
バ
、
如
何
程
の

大
盤
ニ
て
も
絶
妙
の
景
色
、
天
然
に
調
ふ
も
の
な
り
。

一　

清
閑
寺
石　

熊
野
石　

安
部
川
石

加
茂
川
石　

鞍
馬
石

其
外
諸
国
出
産
之
石
、
挙
て
か
ぞ
へ
が
た
し
。
さ
れ
ど
大
躰
ニ

石
色
合
似
た
る
を
組
入
べ
し
。
近
年
、
江
州
膳
所
山
の
奥
よ
り
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切
出
す
石
、
清
閑
寺
石
ニ
等
し
。
其
余
何
国
之
石
用
ひ
て
も
く
る
し

か
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、光
り
つ
や
有
石
・
焼
石
・
海
石
抔
苔
つ
き
が
た
し
。

其
心
得
を
以
て
取
扱
ふ
べ
し
。

一　

苔
な
き
石
に
こ
け
付
る
法
ハ
、
雨
水
の
中
へ
牛
房
之
ゆ
で
汁

等
分
に
合
し
、
朝
夕
石
ニ
そ
ゝ
げ
バ
、
お
も
ふ
侭
苔
付
も
の
也
。

又
で
ゞ
む
し
を
す
り
つ
ぶ
し
、
ぬ
り
置
も
よ
し
と
い
へ
り
。

一　

春
の
景
を
作
る
に
ハ
、
天
之
石
に
青
石
を
用
ゆ
べ
し
。
夏
ハ

黒
石
、
秋
ハ
赤
石
、
冬
之
景
に
ハ
白
石
用
ゆ
べ
き
事
。

一　

植
物
は
常
盤
木
の
小
葉
な
る
も
の
植
べ
し
、
は
り
有
も
の

又
ハ
、
に
を
ひ
あ
し
き
木
用
ゆ
べ
か
ら
ず
。

一　

蒔
砂
ハ
、
兵
庫
砂
・
淡
路
砂
・
備
後
砂
・
江
ノ
島
砂

右
等
之
砂
上
品
と
す
。
砂
之
蒔
方
、
白
砂
ハ
、
水
と
見
る
べ
し
。

黒
青
砂
ハ
陸
と
心
得
、
赤
色
又
ハ
茶
色
之
砂
ハ
、
河
原
と

見
る
心
得
に
蒔
べ
し
。

一　

日
本
之
景
に
、
唐
の
家
、
か
ら
の
人
物
用
ゆ
べ
か
ら
ず
。

一　

唐
の
景
色
の
鉢
山
ニ
ハ
、
唐
人
用
ゆ
べ
き
事
。

一　

雪
中
の
鉢
山
拵
る
ニ
ハ
、
石
に
ふ
の
り
を
ぬ
り
、
盆
山
に

用
る
所
の
波
砂
と
い
へ
る
砂
ふ
り
か
け
べ
し
、
雪
も
ち
の
山
と

な
る
。
樹
木
に
か
ゝ
り
て
も
い
た
む
事
な
し
。

一　

谷
川
に
船
の
往
来
な
し
。
筏
の
り
の
人
形
置
べ
し
。

一　

地
苔
ハ
、
杦
苔
よ
く
水
を
も
ち
て
よ
し
。

一　

都
て
、
鉢
山
雨
水
よ
く
植
木
を
育
す
と
い
へ
ど
も
、
溜
水
ニ
し
て

よ
く
く
さ
ら
し
、
朝
夕
か
け
る
ハ
よ
し
。
長
雨
に
覆
ひ
な
く

其
侭
置
時
ハ
、
木
苔
を
か
ら
す
も
の
也
、
日
も
あ
ま
り
つ
よ
く

當
り
て
ハ
、
是
又
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
心
を
用
る
時
ハ
、
幾
年
も

組
替
る
ニ
及
バ
す
。
誠
心
常
ニ
有
と
心
得
べ
き
事
。

【
後
見
返
し　

刊
記
】

木
邑
唐
船
翁
作

南
遊
斎
芳
重
画

嘉
永
元
年
戌（

戊
）申

歳
五
月
發
兌

浪
花
書
林

心
斎
橋
通
順
慶
町

大
鹿
屋
亀
三
郎

心
斎
橋
北
久
太
良
町

鹽
屋
忠
兵
衛

同　

本
町

鹽
屋
弥
七

（
三
）
木
村
唐
船
と
歌
川
芳
重

本
書
は
、
木
村
唐
船
が
制
作
し
た
「
鉢
山
」
を
南
遊
斎
芳
重
が
絵
画
化
し
た
と

序
文
に
記
さ
れ
る
。
で
は
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

本
書
に
み
る
東
海
道
の
「
鉢
山
」
を
造
形
物
と
し
て
制
作
し
た
木
村
唐
船
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
誰
で
あ
っ
た
の
か
を
特
定
で
き
る
確
固
た
る
資
料
は
現
在
見
つ

か
っ
て
い
な
い
が
、
本
書
か
ら
人
物
像
が
判
明
す
る
。

本
書
の
記
述
に
注
目
す
る
と
、歌
川
芳
重
が「
南
遊
斎
芳
重
」と
称
す
る
よ
う
に
、

「
唐
船
」
も
本
名
で
な
く
、雅
号
で
あ
ろ
う
。
下
巻
末
尾
に
本
書
の
出
版
所
は
「
浪
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花
書
林
」
と
あ
り
、出
版
者
の
住
所
も
心
斎
橋
（
現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
）

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、序
文
を
手
掛
け
た
蛙
菴
主
人
は
、「
叙
」
の
最
後
に
「
今
、

浪
花
丼
池
の
ほ
と
り
に
住
」
と
し
て
い
る
。
丼
池
と
は
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）

ま
で
大
阪
市
中
央
区
南
船
場
に
あ
っ
た
池
の
こ
と
で
、
心
斎
橋
と
は
近
い
位
置
関

係
に
あ
る
。
蛙
菴
主
人
の
父
で
あ
る
唐
船
の
居
住
地
域
は
判
明
し
な
い
が
、
大
坂

に
ゆ
か
り
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
同
じ
く
「
叙
」
の
唐
船
に
関

す
る
記
述
で
は
、「
鉢
山
」
の
制
作
を
「
老
楽
の
獨
藝
」
と
称
し
て
お
り
、
嘉
永

元
年
（
一
八
四
八
）
の
時
点
で
高
齢
だ
っ
た
と
わ
か
る
。

本
書
は
、
後
述
す
る
分
析
の
結
果
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
様
々
な
広
重
の
名
所

図
を
模
倣
し
て
お
り
、
唐
船
が
江
戸
の
地
で
発
刊
さ
れ
た
多
く
の
浮
世
絵
を
見
て

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、『
占
景
盤
図
式
』
の
器
や
石
を
再
現
し
つ

つ
も
、
東
海
道
沿
い
で
産
出
さ
れ
る
石
に
も
詳
し
い
人
物
で
も
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
唐
船
は
大
坂
に
お
け
る
知
識
人
で
、「
鉢
山
」
の
作
り
方
を
熟
知
し
、

大
坂
を
中
心
と
す
る
唐
物
と
愛
石
趣
味
を
有
す
る
一
方
、
当
時
の
東
海
道
絵
ブ
ー

ム
を
も
把
握
し
て
い
た
人
物
と
想
定
で
き
る
。
ま
た
、「
鉢
山
」
と
し
て
立
体
化

で
き
る
ほ
ど
、
多
く
の
知
識
と
技
術
が
あ
っ
た
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
豊
富
な
蔵

書
を
有
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
本
書
の
鉢
山
図
を
描
い
た
南
遊
斎
芳
重
は
、
歌
川
芳
重
の
別
名
で
あ

る
。
芳
重
は
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
刊
行
の
『
浮
世
絵
師
便
覧
』
に
歌
川

国
芳
（
一
七
九
八
～
一
八
六
一
）
門
下
の
絵
師
と
し
て
名
が
あ
が
り
、
明
治
三
一

年
（
一
八
九
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
浮
世
絵
備
考
』
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、「
歌

川
國
芳
の
門
弟
、其
の
傳
詳
な
ら
ず
。」
と
あ
る
通
り
、国
芳
の
門
人
で
は
あ
る
が
、

詳
細
は
判
明
せ
ず
、
作
家
研
究
も
行
わ
れ
て
い
な
い（

（1
（

。

そ
の
作
品
は
わ
ず
か
な
が
ら
現
存
し
て
お
り
、
大
別
す
る
と
版
本
の
挿
絵
（
資

料
１
）
と
一
枚
絵
の
二
種
類
に
分
類
で
き
る
。
挿
絵
は
天
保
か
ら
安
政
年
間
の
刊

行
物
に
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
事

物
よ
り
も
人
物
を
主
と
す
る
。
一
枚
絵
で

は
、「
海
運
蚕
養
草
」
や
「
遊
女
十
二
ヶ
月
」

な
ど
美
人
画
を
手
掛
け
て
い
る
。
わ
ず
か

な
現
存
作
例
か
ら
判
断
す
る
に
、
芳
重
は

挿
絵
、
一
枚
絵
と
も
に
武
者
絵
と
美
人
画

に
長
け
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
芳
重
の

描
く
人
物
画
の
顔
貌
は
、
国
芳
の
人
物
画

に
類
似
す
る
一
方
、
人
物
の
ポ
ー
ズ
は
大

げ
さ
で
あ
り
つ
つ
も
国
芳
の
よ
う
な
し
な

や
か
さ
は
な
く
、
や
や
堅
い
姿
勢
で
描
か

れ
る
。
ま
た
、『
前
太
平
記
』
の
挿
絵
や

お
も
ち
ゃ
絵
の
「
鎧
甲
組
上
げ
」（
公
文

教
育
研
究
会
）
に
み
る
よ
う
に
、
甲
冑
図

を
多
く
手
掛
け
た（

（1
（

。『
東
海
道
五
十
三
駅

鉢
山
図
絵
』
の
よ
う
に
、
名
所
や
器
物
を

主
題
と
し
た
作
品
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の

の
、
挿
絵
の
人
物
周
辺
に
は
調
度
品
が
散

り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
本
作
に
至
る
ま
で

に
は
、
物
品
も
描
い
て
い
た
と
わ
か
る
。

芳
重
が
挿
絵
を
手
掛
け
た
版
本
の
な
か

で
、『
東
海
道
五
十
三
駅
鉢
山
図
絵
』
は
、

そ
の
後
半
生
に
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。

他
の
版
本
で
は
物
語
中
の
挿
絵
を
描
い
て

い
る
が
、
本
書
は
文
章
に
附
随
し
た
体
裁

刊行年 書誌情報 出版

不明 歌川芳重画『絵本大江山』一冊 不明　

1836 年 歌川芳重、歌川芳虎画、関亭伝笑作『烏勘左衛門忠義伝』二冊 江戸　鶴屋喜右衞門

1838 年 歌川芳重画、墨春亭梅麿作『褄模様比翼紫』三編六巻 江戸　甘泉堂、

1838 年 歌川芳重画、宝田千町作作『前太平記』四巻 不明（おそらく江戸）

1848 年 歌川芳重画、木村唐船作『東海道五十三駅鉢山図絵』二冊 浪花　浪花書林　大鹿屋亀三郎、
鹽屋忠兵衞、鹽屋弥七

1853 ～ 1856 年 歌川芳重、歌川芳春画、楼花亭江島作『一休禅師一代記図絵』五編二十巻 江戸　山口屋藤辺衛

資料１　歌川芳重が関わった版本の年表
本書以外は全て江戸で出版されている。
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で
は
な
く
、
絵
自
体
が
主
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
坂
で
刊
行
さ
れ

た
本
書
以
外
は
、
す
べ
て
江
戸
の
版
元
に
よ
り
手
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
芳
重
は
歌

川
派
の
門
下
絵
師
と
し
て
江
戸
で
活
躍
し
て
い
た
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
大
坂
に

赴
い
た
か
、
大
坂
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
江
戸
の
地
で
絵
を
手
掛
け
た
可
能
性
が

あ
る（

（1
（

。
本
書
は
、
美
人
画
や
武
者
絵
を
得
意
と
し
た
芳
重
が
名
所
絵
と
器
物
を
合
わ
せ

描
い
た
こ
と
、
江
戸
を
中
心
に
活
躍
し
た
芳
重
が
大
坂
で
刊
行
し
た
作
品
で
あ
る

こ
と
、
挿
絵
で
は
な
く
絵
自
体
が
主
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
版
本
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
そ
の
特
異
さ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

二　

広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
と
の
比
較

（
一
）
各
広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
と
の
類
似
点

す
で
に
本
書
の
源
流
と
な
る
作
品
は
、
歌
川
広
重
の
「
保
永
堂
版
」
と
墨
江
武

禅
（
一
七
三
四
～
一
八
〇
六
）
の
『
占
景
盤
図
式
』
で
あ
る
こ
と
は
判
明
し
て
い

る（
（1
（

。
た
だ
し
、
図
様
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
い
ま
だ
発

案
者
お
よ
び
絵
師
自
体
の
詳
細
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
本
章
で
は
広
重
の
「
保
永
堂
版
」
と
比
較
し
た
の
ち
、
本
書
刊
行
前

に
手
掛
け
ら
れ
た
広
重
の
他
の
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
と
も
比
較
し
、
名
所
の
図
様
が

何
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
か
を
考
察
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
（
資
料

２
）。鉢

上
に
載
せ
ら
れ
た
景
色
は
、
鈴
木
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
全
五
五
枚
の
「
保

永
堂
版
」
を
模
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
芳
重
の
『
東
海
道
五
十
三
駅
鉢
山
図
絵
』

の
名
所
部
分
と
広
重
の
「
保
永
堂
版
」
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
本
書
の
全
五
六
図

中
二
九
図
に
類
似
点
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
パ
タ
ー

ン
で
模
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
下
、
例
を
挙
げ
て
分
析
結
果
を
示
す
。

第
一
の
パ
タ
ー
ン
は
、「
保
永
堂
版
」
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
図
で
あ
る
。
第
一
六

図
の
「
蒲
原　

七
な
ん
坂
雪
げ
し
き
」（
図
２
）
は
「
保
永
堂
版
」（
図
３
）
に
み

る
遠
景
の
山
や
手
前
の
土
坡
、
宿
の
形
状
、
前
に
い
る
三
人
と
一
致
す
る
。
し
か

し
、
遠
景
の
山
を
大
き
く
描
く
な
ど
、
鉢
上
に
組
み
込
む
た
め
に
大
き
さ
や
形
状

を
少
し
変
更
し
て
い
る
。

第
二
の
パ
タ
ー
ン
は
、
特
徴
と
な
る
部
分
の
み
を
模
倣
し
た
図
で
あ
る
。
第
七

図
「
藤
澤　

遊
行
寺
右
ニ
見
へ
る
」（
図
４
）
は
「
保
永
堂
版
」
の
藤
澤
（
図
５
）

に
み
る
江
ノ
島
弁
財
天
の
鳥
居
と
大
鋸
橋
を
描
か
ず
、
山
の
形
も
一
致
し
な
い
。

一
方
、
江
ノ
島
弁
財
天
の
境
内
や
階
段
の
向
き
、
そ
の
形
状
は
類
似
す
る
。
ま
た
、

山
の
上
の
建
築
物
の
み
を
模
倣
し
、
そ
の
麓
に
あ
る
宿
や
近
景
は
省
略
す
る
。
限

ら
れ
た
鉢
の
中
で
均
整
の
取
れ
た
構
図
に
す
る
た
め
、
近
景
を
省
略
す
る
措
置
が

取
ら
れ
る
。

第
三
の
パ
タ
ー
ン
は
、山
の
み
を
模
倣
し
た
図
で
あ
る
。
た
だ
し
「
保
永
堂
版
」

の
図
の
な
か
で
も
、
特
徴
的
な
山
の
み
を
模
倣
す
る
の
に
加
え
、
こ
の
パ
タ
ー
ン

の
使
用
は
上
巻
だ
け
に
限
ら
れ
、
下
巻
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
理
由
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
。
第
一
一
図
の
「
箱
根　

山
中
の
景
」（
図
６
）
は
、
緑
を
基
調

と
し
た
山
に
、
濃
い
緑
や
黄
色
で
露
出
し
た
岩
肌
を
表
現
し
、
所
々
に
松
と
杉
を

生
え
さ
せ
る
。
ま
た
、
中
心
に
大
き
な
山
を
据
え
、
右
手
前
に
や
や
低
め
の
山
を

重
ね
て
い
る
。
岩
肌
や
木
々
の
連
な
り
、
構
図
、
色
彩
を
「
保
永
堂
版
」
の
箱
根

の
図
（
図
７
）
に
み
る
二
子
山
か
ら
引
用
し
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
遠
景
の
白
富
士
や
麓
の
左
側
に
あ
る
は
ず
の
芦
ノ
湖
は
あ
ら
わ
さ
れ
な

い
。
ま
た
、
第
一
四
図
の
「
原　

柏
原
右
に
冨
士
見
へ
」（
図
８
）
に
は
、
山
頂

部
が
右
に
寄
り
、
麓
側
に
縦
線
の
入
る
白
い
富
士
山
を
描
き
、
そ
の
手
前
に
や
や

低
く
右
に
寄
っ
た
愛
鷹
山
を
重
な
る
よ
う
に
配
す
。
愛
鷹
山
の
色
は
や
や
異
な
る



10

『東海道五十三駅鉢山図絵』 広重東海道シリーズ 『占景盤図式』

通し
番号 宿駅名 宿駅名

翻刻
名所名
翻刻

「
東
海
道
五
拾
三
次
之
内
」

（
保
永
堂
版
東
海
道
）

「
東
海
道
五
拾
三
次
」

（
狂
歌
入
東
海
道
）

「
東
海
道
五
十
三
次
之
内
」

（
行
書
東
海
道
）

「
東
海
道
」

（
山
田
屋
版
東
海
道
）

「
東
海
道
」

（
有
田
屋
版
東
海
道
）

「
東
海
道
五
十
三
對
」

「
東
海
道
」

（
隷
書
東
海
道
）

「
東
海
道
」

（
蔦
屋
版
東
海
道
）

「
五
十
三
次
」

（
人
物
東
海
道
）

意
匠
・
器
形

器
形
の
み

意
匠
の
み

上巻

1 日本橋 日本橋 通り一丁目入口 ○ ○ ○
2 品川宿 品川 御殿山 ○ ○ ○ ○
3 川崎宿 川崎 六郷の渡 ○ ○ ○
4 神奈川宿 神奈川 かなかわだひ ○ ○
5 保土ヶ谷宿 程土ヶ谷 志なの坂 ○
6 戸塚宿 戸塚 立バよし田 ○ ○
7 藤沢宿 藤澤 遊行寺右ニ見へる ○ ○ ○
8 平塚宿 平塚 けわい坂平地 ○ ○ ○
9 大磯宿 大磯 梅沢立場 ○ ○ ○

10 小田原宿 小田原 湯本たてバ ○
11 箱根宿 箱根 山中ノ景 ○ ○ ○
12 三島宿 三島 三しま明神 ○ ○
13 沼津宿 沼津 宿入口 ○ ○
14 原宿 原 柏原右に冨士見へ ○ ○
15 吉原宿 吉原 冨士川わたし場 ○ ○
16 蒲原宿 蒲原 七なん坂雪げしき ○
17 由比宿 由井 さつた峠ろかり ○ ○ ○ ○
18 興津宿 興津 清見寺 ○ ○ ○
19 江尻宿 江尻 まがりかね
20 府中宿 府中 阿べ川かち渡り ○ ○
21 鞠子宿 丸子 切通し原 ○ ○ ○
22 岡部宿 岡部 宇都山 ○
23 藤枝宿 藤枝 瀬戸川 ○ ○ ○
24 嶋田宿 嶋田 大井川河端 ○
25 金谷宿 金谷 まきの原
26 日坂宿 日坂 さよの中山 ○
27 掛川宿 懸川 をいけ ○ ○ ○ ○
28 袋井宿 袋井 みかの坂 ○ ○ ○ ○

下巻

29 見付宿 見付 天龍川渡し場 ○ ○
30 浜松宿 濱松 篠原より海上ヲ見 ○ ○
31 舞坂宿 舞坂 海上より須山ヲ見ル ○ ○
32 荒井宿 荒井 御関所 ○ ○
33 白須賀宿 白須賀 潮見坂
34 二川宿 二川 立場いむれ ○ ○
35 吉田宿 吉田 吉田橋 ○
36 御油宿 御油 立バ国府 ○ ○ ○ ○
37 赤坂宿 赤坂 茶の木原 ○ ○
38 藤川宿 藤川 山中
39 岡崎宿 岡崎 矢作橋 ○ ○ ○
40 池鯉鮒宿 池鯉鮒 落合 ○ ○ ○ ○
41 鳴海宿 鳴海 あり松 ○ ○ ○ ○
42 宮宿 宮 七里渡 ○ ○ ○
43 桑名宿 桑名 船渡 ○ ○ ○ ○
44 四日市宿 四日市 長田橋 ○
45 石薬師宿 石薬師 高宮 ○ ○
46 庄野宿 庄野 川合橋 ○ ○ ○
47 亀山宿 亀山 城下出口 ○ ○
48 関宿 関 筆捨山右ニミる ○
49 坂下宿 坂の下 鈴鹿山 ○
50 土山宿 土山 松の尾川 ○
51 水口宿 水口 泉縄手 ○
52 石部宿 石部 かな山左りニ見る
53 草津宿 草津 瀬田より石山ヲ見 ○
54 大津宿 大津 矢橋より舟付 ○ ○
55 三条大橋 京三条大橋 都入口 ○ ○ ○
56 大内 大内 大尾 ○

計 29 図 6 図 5 図 13 図 25 図 0 図 1 図 4 図 0 図 9 図 19 図 5 図 

資料２　『東海道五十三駅鉢山図絵』と広重東海道シリーズの図様類似表
いくつもの広重名所図から図様を引用していることが判明する。



11

図２　芳重
「蒲原　七なん坂雪
げしき」

（図１／ 16 図目）

図３　広重
「蒲原」
（保永堂版東海道）

図４　芳重
「藤澤　遊行寺右ニ
見へる」　

（図１／７図目）

図５　広重
「藤澤」
（保永堂版東海道）

資料３　広重名所図の刊行年表

図６　芳重
「箱根　山中ノ景」
（図１／ 11 図目）

図７　広重
「箱根」
（保永堂版東海道）

図８　芳重
「原　柏原右に冨士
見へ」

（図１／ 14 図目）

図９　広重
「原」
（保永堂版東海道）

1830 1835 1840 1845 1850 1855



12

も
の
の
「
保
永
堂
版
」
に
み
る
原
（
図
９
）
の
富
士
山
と
二
つ
の
山
の
構
図
に
一

致
す
る
。
し
か
し
、
手
前
に
描
か
れ
た
男
女
は
省
略
さ
れ
、
代
わ
り
に
木
々
や
茶

屋
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
茶
屋
の
形
状
は
、「
東
海
道
五
拾
三
次
」（
以
下
、「
狂

歌
入
東
海
道
」）
の
右
手
前
に
描
か
れ
た
そ
れ
に
類
似
す
る
。

以
上
、
本
書
を
広
重
の
「
保
永
堂
版
」
と
比
較
す
る
と
、
多
く
の
類
似
点
や
模

倣
し
た
部
分
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
全
五
六
図
の
う
ち
二
九

図
の
み
で
あ
り
、
残
り
の
二
七
図
に
は
そ
れ
が
確
認
で
き
な
い
。
加
え
て
、
類
似

点
を
有
す
る
図
の
う
ち
二
〇
図
は
上
巻
に
収
め
ら
れ
、
下
巻
の
九
図
は
前
半
部
分

に
寄
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
主
と
し
て
「
保
永
堂
版
」
を
模
倣
し
つ

つ
も
、
他
の
東
海
道
図
か
ら
図
像
を
取
り
入
れ
る
例
も
あ
る（

（2
（

。

数
多
く
出
版
さ
れ
た
広
重
に
よ
る
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
、
本
書
の
嘉
永
元

年
（
一
八
四
八
）
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
広
重
の
主
な
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
は
全
部
で

八
種
類
あ
る
（
資
料
３
）。
そ
の
う
ち
本
書
以
前
に
完
結
し
た
の
は
六
種
類
、
刊

行
途
中
の
シ
リ
ー
ズ
が
二
種
類
と
な
る
。
こ
れ
ら
と
の
比
較
を
行
う
と
、
本
書
の

五
六
図
の
う
ち
四
一
図
に
「
保
永
堂
版
」
以
外
の
シ
リ
ー
ズ
と
の
類
似
点
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。

「
保
永
堂
版
」
に
次
い
で
類
似
点
が
多
い
の
は
、
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）

か
ら
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
「
東
海
道
」（
以
下
、「
有
田

屋
版
」）
で
、
全
五
六
図
中
二
五
図
に
認
め
ら
れ
る
。

第
四
〇
図
の「
池
鯉
鮒　

落
合
」（
図
10
）は
、「
保
永
堂
版
」と「
有
田
屋
版
」（
図

11
）の
ど
ち
ら
に
も
類
似
す
る
。
こ
れ
は
、「
有
田
屋
版
」が
先
に
刊
行
さ
れ
た「
保

永
堂
版
」
を
模
倣
し
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、手
前
の
枝
垂
れ
た
木
、奥
の
山
々

と
宿
は
「
有
田
屋
版
」
の
図
様
に
よ
り
近
い
こ
と
か
ら
、
本
図
は
こ
ち
ら
を
参
照

し
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。こ
の
よ
う
に
、全
五
六
図
の
う
ち
、「
保
永
堂
版
」と「
有

田
屋
版
」
の
ど
ち
ら
に
も
類
似
す
る
図
は
一
〇
図
あ
る
（
資
料
４
）。
本
書
の
鉢

図10　芳重
「池鯉鮒　落合」
（図１／ 40 図目）

図11　広重
「池鯉鮒」
（有田屋版東海道）

図12　芳重
「宮　七里渡」
（図１／ 42 図目）

図13　広重
「宮」
（有田屋版東海道）
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山
図
は
、
先
に
井
田
太
郎
氏
が
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
一
図
あ
た
り
に
つ
き
東
海
道

の
名
所
の
様
々
な
定
型
モ
チ
ー
フ
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る（

（2
（

。
単
に
定
型
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
モ
チ
ー
フ
を
取
り
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
広
重
の
各
東
海
道
シ
リ
ー

ズ
を
制
作
者
が
吸
収
し
、バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
「
鉢
山
」
に
組
み
込
ん
で
い
る
。

「
有
田
屋
版
」
を
模
倣
し
た
鉢
山
図
は
、
一
部
分
の
み
を
取
り
入
れ
る
よ
り
も
、

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
鉢
の
上
に
載
せ
る
場
合
が
多
い
。
第
五
四
図
の
「
宮　

七
里
渡
」

（
図
12
）
は
、「
有
田
屋
版
」（
図
13
）
の
手
前
に
み
え
る
熱
田
湊
に
浮
か
ぶ
船
の

形
状
を
そ
の
ま
ま
模
倣
し
、
奥
の
家
屋
や
山
も
同
じ
よ
う
に
組
み
込
む
。
ま
た
、

第
四
七
図
の
「
亀
山　

城
下
出
口
」（
図
14
）
は
「
有
田
屋
版
」（
図
15
）
の
モ
チ
ー

フ
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
模
写
し
て
い
る
。

「
有
田
屋
版
」
に
続
い
て
、
三
番
目
に
類
似
点
が
多
い
シ
リ
ー
ズ
は
「
東
海
道
」

（
以
下
、「
山
田
屋
版
」）
で
あ
り
、
一
三
図
が
認
め
ら
れ
る
。
先
行
し
て
出
版
さ

れ
た
「
山
田
屋
版
」
と
「
有
田
屋
版
」
の
間
に
も
類
似
す
る
図
が
多
く
認
め
ら
れ

る
。
し
か
し
、『
東
海
道
五
十
三
駅
鉢
山
図
絵
』
に
み
る
「
嶋
田　

大
井
川
川
端
」

や
「
大
津　

矢
橋
よ
り
舟
付
」
の
よ
う
に
、「
山
田
屋
版
」
に
は
類
似
し
な
い
が
「
有

田
屋
版
」
に
似
る
図
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、本
書
は
「
山
田
屋
版
」

を
模
し
た
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
「
有
田
屋
版
」
に
依
拠
し

た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
「
狂
歌
入
東
海
道
」
に
つ
い
て
は
六
図
、「
東
海
道
五
十
三
次
之
内
」（
行

書
東
海
道
）
は
五
図
が
類
似
し
、
そ
れ
ら
は
「
保
永
堂
版
」
も
し
く
は
「
有
田
屋

版
」
に
近
い
と
も
言
え
る
。

ま
た
「
東
海
道
」（
以
下
、「
蔦
屋
版
」）
は
四
図
が
類
似
す
る
。
本
書
の
第
六

図
「
平
塚　

け
わ
い
坂
平
地
」
は
「
蔦
屋
版
」
に
み
る
榜
示
杭
と
二
本
の
立
札
が

一
致
す
る
の
に
加
え
、
山
頂
に
か
け
て
黒
く
な
る
緑
の
高
麗
山
や
、
そ
の
手
前
に

三
本
の
細
い
松
を
配
す
る
点
が
共
通
す
る（

（2
（

。「
蔦
屋
版
」
の
平
塚
の
図
は
弘
化
四

図14　芳重
「亀山　城下出口」
（図１／ 47 図目）

図15　広重
「亀山」
（有田屋版東海道）

資料４
「東海道五十三駅鉢山図絵」鉢山図
広重東海道シリーズと類似する図数
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年
（
一
八
四
七
）
か
ら
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
の
間
に
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
が
、
も
し
本
書
が
「
蔦
屋
版
」
の
図
様
を
引
用
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

平
塚
の
図
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
以
前
の
出
版
と
な
り
、「
蔦
屋
版
」
の
な

か
で
も
早
期
の
制
作
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
書
の
第
五
三
図
「
草
津　

瀬
田
よ
り
石
山
ヲ
見
る
」（
図
16
）
は
、
先
に
挙

げ
た
広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
の
い
ず
れ
に
も
類
例
が
な
い
。
た
だ
し
、
同
じ
く
広

重
が
手
掛
け
た「
近
江
八
景
図
」の
う
ち
、天
保
五
年（
一
八
三
四
）頃
刊
行
の「
瀬

田
夕
照
」（
図
17
）に
み
る
瀬
田
唐
橋
の
向
き
と
形
状
が
類
似
す
る
。一
方
、山
は「
石

山
秋
月
」（
図
18
）
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
判
明
す
る
こ
と
か
ら
、
広
重
の
他

の
名
所
図
を
参
考
に
し
た
と
わ
か
る
事
例
と
な
る
。

以
上
、
芳
重
の
『
東
海
道
五
十
三
駅
鉢
山
図
絵
』
の
名
所
部
分
と
、
広
重
に
お

け
る
各
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
の
図
様
を
比
較
し
た
。先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
通
り
、

本
書
の
鉢
山
図
上
部
の
名
所
図
は
確
か
に
「
保
永
堂
版
」
を
模
倣
し
て
い
る
図
が

多
い
も
の
の
、
一
方
で
「
有
田
屋
版
」
や
「
蔦
屋
版
」
な
ど
、
本
書
刊
行
以
前
の

広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
と
も
多
く
の
類
似
点
が
見
い
出
せ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

本
書
は
宿
駅
を
表
現
す
る
た
め
に
、
広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
橋
や
山
な
ど

複
数
の
モ
チ
ー
フ
を
組
み
合
わ
せ
、
一
図
に
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

（
二
）
上
下
巻
の
比
較
か
ら
み
る
本
書
の
特
性

『
東
海
道
五
十
三
駅
鉢
山
図
絵
』
に
み
る
名
所
図
部
分
は
、広
重
の
「
保
永
堂
版
」

を
中
心
に
引
用
し
、「
有
田
屋
版
」
も
多
く
参
照
し
て
い
る
と
判
明
し
た
。
ま
た
、

上
巻
に
お
い
て
は
広
重
の
「
保
永
堂
版
」、
下
巻
は
「
有
田
屋
版
」
を
参
照
す
る

傾
向
に
あ
る
と
わ
か
っ
た
。「
鉢
山
」
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
双
方
の
東
海
道

シ
リ
ー
ズ
が
異
な
る
特
徴
を
有
す
る
こ
と
を
把
握
し
た
う
え
で
、
ど
ち
ら
を
模
倣

す
る
か
を
選
択
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
異
な
る
特
徴
と
は
、
以
下
の
三
点
に

集
約
さ
れ
る
。

ま
ず
、
刊
行
時
期
の
相
違
で
あ
る
（
資
料
３
）。「
保
永
堂
版
」
は
広
重
が
刊
行

し
た
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
、最
も
早
く
に
完
結
し
た
。一
方
、「
有
田
屋
版
」は
、

本
書
が
刊
行
さ
れ
た
の
と
近
い
時
期
に
完
結
し
て
い
る（

（2
（

。
つ
ま
り
本
書
は
、
初
期

に
完
結
し
最
も
知
名
度
が
高
か
っ
た
「
保
永
堂
版
」
を
前
半
部
分
の
図
様
に
取
り

入
れ
、
鑑
賞
者
が
親
し
め
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
一
方
、
下
巻
に
は
最
も
新

し
い
広
重
の
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
当
世
の
流
行
を
反
映
さ

せ
て
い
る
。

次
に
、
名
所
の
数
と
主
と
な
る
モ
チ
ー
フ
の
相
違
で
あ
る
。「
保
永
堂
版
」
は

五
五
図
揃
で
あ
り
、江
戸
の
日
本
橋
か
ら
京
師（
京
都
）の
三
条
大
橋
ま
で
を
描
く
。

図17　広重
「瀬田夕照」

図18　広重
「石山秋月」

図16　芳重
「草津　瀬田より石
山ヲ見」

（図１／ 53 図目）
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一
方
、「
有
田
屋
版
」
は
四
丁
掛
一
四
枚
の
五
六
図
で
、「
保
永
堂
版
」
よ
り
一
図

多
い
。
こ
れ
は
京
師
が
三
条
大
橋
と
大
内
（
京
都
御
所
）
の
二
図
に
分
か
れ
る
た

め
で
あ
る
。
本
書
は
江
戸
で
は
な
く
、
心
斎
橋
に
あ
っ
た
浪
花
書
林
で
発
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
方
の
需
要
を
見
込
ん
で
制
作
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る（

（2
（

。

三
番
目
に
、
山
や
丘
に
関
わ
る
描
法
の
相
違
で
あ
る
。「
保
永
堂
版
」
は
前
半

部
・
東
日
本
の
図
に
お
い
て
、
富
士
山
や
箱
根
の
二
子
山
、
興
津
の
薩
摩
峠
な
ど
、

山
を
大
き
く
配
す
構
図
と
す
る
。「
保
永
堂
版
」
は
近
景
に
描
く
際
も
遠
景
に
配

す
る
際
も
、
前
半
部
で
は
山
が
目
立
つ
よ
う
に
描
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

後
半
部
の
天
竜
川
を
越
え
た
辺
り
か
ら
山
を
中
心
に
据
え
る
こ
と
が
減
り
、
平
地

と
す
る
か
、
山
中
の
道
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、
山
の
峻
厳
さ
を
誇
張
し
な
い
傾

向
と
す
る
。
一
方
、「
有
田
屋
版
」
で
は
後
半
部
分
も
含
め
た
全
体
を
通
し
て
俯

瞰
構
図
が
多
く
、
山
の
全
景
を
描
き
上
げ
る
。
例
え
ば
、
両
シ
リ
ー
ズ
の
「
宮
」

を
見
る
と
、「
保
永
堂
版
」
が
熱
田
神
宮
の
神
事
「
馬
の
塔
」
を
主
に
描
く
た
め
、

背
景
は
ほ
ぼ
余
白
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
有
田
屋
版
」
で
は
、
熱
田
神
宮
の

向
こ
う
側
の
海
に
七
里
渡
の
様
子
を
広
く
描
く
た
め
、
遠
景
の
山
の
全
景
を
捉
え

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
本
書
第
四
二
図
の
「
宮　

七
里
渡
」
は
、「
有
田
屋
版
」

の
図
様
を
採
用
す
る
。
ま
た
「
大
津
」
で
は
、「
保
永
堂
版
」
が
大
谷
の
立
場
茶

屋
を
主
に
描
く
一
方
、「
有
田
屋
版
」
で
は
大
津
を
俯
瞰
し
て
描
く
た
め
、
遠
景

に
山
を
と
ら
え
て
い
る
。
全
て
に
当
て
は
ま
る
訳
で
は
な
い
が
、
両
シ
リ
ー
ズ
を

通
し
て
み
る
と
、こ
の
よ
う
な
傾
向
が
浮
か
び
上
が
る
。
冒
頭
に
述
べ
た
と
お
り
、

本
書
は
「
鉢
山
」
を
主
題
と
し
、
勝
地
の
景
色
を
再
現
す
る
の
み
な
ら
ず
、
石
を

据
え
、土
を
盛
る
こ
と
を
条
件
に
入
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、単
純
に「
保
永
堂
版
」

を
写
す
だ
け
で
な
く
、
特
に
山
を
多
く
描
く
下
巻
に
「
有
田
屋
版
」
を
取
り
入
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
書
は
名
所
図
と
い
う
意
識
よ
り
、
山
を

中
心
に
描
く
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
た
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
二
つ
の
広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
特
に
三
つ
の
相
違
点
が
あ
り
、

本
書
は
そ
の
特
性
の
違
い
を
把
握
し
た
上
で
典
拠
と
す
る
図
を
選
択
し
た
と
み
ら

れ
る
。
刊
行
時
期
が
初
期
の
「
保
永
堂
版
」
と
新
し
い
「
有
田
屋
版
」、
京
都
御

所
の
有
無
、
上
方
に
近
い
名
所
の
全
景
を
描
く
か
否
か
と
い
う
両
者
の
違
い
は
、

上
方
で
刊
行
さ
れ
名
所
と
山
を
表
現
す
る
鉢
山
図
に
と
っ
て
重
要
な
相
違
点
で
あ

る
。
本
書
は
単
純
に
東
海
道
絵
を
載
せ
た
図
と
し
て
で
は
な
く
、
上
方
の
需
要
者

を
念
頭
に
置
き
、
鉢
山
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
下
で
制
作
さ
れ
て
い
る
。

三　
「
器
」
と
「
石
」
の
図
様

（
一
）「
器
」
と
名
所
の
関
係

次
に
本
章
で
は
鉢
山
図
下
部
の
器
に
つ
い
て
考
察
し
、
加
え
て
上
部
の
山
と
石

の
図
様
を
「
鉢
山
造
り
様
之
事
」
の
記
述
と
照
合
す
る
こ
と
で
本
書
の
特
徴
を
明

ら
か
に
す
る
。

鉢
山
図
と
い
う
本
書
刊
行
の
発
想
と
器
の
描
法
に
つ
い
て
は
、『
占
景
盤
図
式
』

か
ら
の
影
響
で
あ
る
と
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
下
部
の
器
を

比
較
検
討
し
た
結
果
、『
占
景
盤
図
式
』
に
み
る
器
形
と
意
匠
の
両
方
が
一
致
す

る
図
は
、
全
五
六
図
中
九
図
の
み
で
あ
り
、
さ
ら
に
本
書
の
器
図
は
大
き
く
四
種

に
分
類
で
き
る
と
判
明
し
た
（
資
料
２
）。

第
一
に
、
器
形
と
意
匠
と
も
に
一
致
す
る
図
で
あ
る
。
第
九
図
の
「
大
磯　

梅

沢
立
場
」（
図
19
）
は
撥
型
の
三
脚
が
つ
い
た
染
付
磁
器
の
形
状
で
あ
り
、『
占
景

盤
図
式
』
に
み
る
器
（
図
20
）
と
一
致
す
る
。
下
辺
に
描
か
れ
る
線
が
波
頭
で
は

な
い
も
の
の
、
胴
部
の
蕨
手
文
様
と
器
形
、
色
か
ら
判
断
す
る
に
、
そ
の
引
用
は

明
ら
か
で
あ
る
。

第
二
に
、
器
形
は
異
な
る
も
の
の
、
意
匠
が
類
似
す
る
図
で
あ
る
。
第
二
七
図
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図19　芳重
「大磯　梅沢立場」
（図１／９図目）

図20　
『占景盤図式』

図21　芳重
「懸川　をいけ」
（図１／ 27 図目）

図22
『占景盤図式』

図25　芳重
「大内　大尾」
（図１／ 56 図目）

図24
『占景盤図式』

図23　芳重
「坂の下　鈴鹿山」
（図１／ 49 図目）

の
「
懸
川　

を
い
け
」（
図
21
）
は
白
地
に
青
の
釉
垂
れ
模
様
が
特
徴
的
で
、『
占

景
盤
図
式
』
に
み
る
器
（
図
22
）
と
垂
れ
方
ま
で
が
一
致
す
る（

（2
（

。
し
か
し
、
同
図

は
線
が
細
く
ほ
ぼ
均
一
で
、
高
台
径
が
広
く
全
高
が
高
い
の
に
対
し
、
典
拠
の
図

は
線
に
肥
痩
が
あ
り
、高
台
径
が
非
常
に
狭
く
胴
部
が
急
な
傾
斜
に
な
っ
て
い
る
。

第
三
に
、
上
記
と
逆
に
、
器
形
が
類
似
す
る
も
の
の
、
意
匠
が
異
な
る
図
で
あ

る
。
第
四
九
図
の
「
坂
の
下　

鈴
鹿
山
」（
図
23
）
は
須
弥
壇
の
よ
う
な
器
形
と

向
き
が
『
占
景
盤
図
式
』（
図
24
）
と
一
致
す
る
が
、
白
地
に
呉
須
で
文
様
が
描

か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
占
景
盤
図
式
』
は
青
磁
で
表
さ
れ
る
。

第
四
に
、
器
形
、
意
匠
の
ど
ち
ら
も
類
例
が
認
め
ら
れ
な
い
図
で
あ
る
。
第

一
四
図
の
「
原　

柏
原
右
に
富
士
見
る
」
は
口
縁
が
外
に
反
っ
た
器
形
で
、
木
か

竹
の
よ
う
な
素
材
で
で
き
て
い
る
と
見
え
る
。

こ
の
よ
う
に
器
図
を
分
類
す
る
と
、『
占
景
盤
図
式
』
と
完
全
に
一
致
す
る
も

の
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
少
な
か
ら
ず
類
似
点
が
認
め
ら
れ
、
向
き
や
色
、
意
匠

の
規
則
性
な
ど
が
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
か
ら
第
三
の
特
徴
を
有
す
る
鉢

山
図
は
、
石
の
高
さ
な
ど
の
形
状
に
加
え
、
木
や
人
工
物
の
配
し
方
も
若
干
で
は

あ
る
が
類
似
す
る
傾
向
に
あ
る
。

一
方
、
完
全
に
は
一
致
し
な
い
四
七
図
の
な
か
に
は
、
他
の
作
品
や
実
際
の
器

を
写
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
数
図
は
、
先
に
述
べ
た
東
海

道
名
所
シ
リ
ー
ズ
の
特
性
と
関
連
性
が
見
い
だ
せ
る
。例
え
ば
、桜
の
名
所
で
あ
っ

た
第
二
図
の
「
品
川　

御
殿
山
」
に
は
、
器
に
赤
絵
の
花
が
描
か
れ
る（

（2
（

。
第
一
二

図
の
「
三
島　

三
し
ま
明
神
」
は
『
占
景
盤
図
式
』
に
類
似
す
る
意
匠
は
な
い
。

た
だ
、
上
部
に
載
る
三
島
は
古
く
か
ら
湧
水
の
豊
富
な
土
地
と
し
て
知
ら
れ
、
三

島
大
社
に
も
湧
水
が
あ
る
。
本
図
は
三
島
の
特
性
に
留
意
し
た
上
で
、
器
の
意
匠

に
渓
流
図
を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
第
五
六
図
の
「
大
内　

大
尾
」（
図

25
）
に
み
る
器
の
全
体
に
菊
花
と
五
三
の
桐
紋
を
ち
り
ば
め
て
い
る
の
は
、
上
部
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に
京
都
御
所
を
載
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
占
景
盤
図
式
』
を
典
拠
と
し
な
い
器
を
見
る
と
、
そ
の
素
材

や
意
匠
に
は
名
所
と
の
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。「
石
部
」に
は
石
製
の
器
、「
原
」

に
は
木
製
の
器
が
描
か
れ
て
い
る
理
由
も
、
上
部
に
載
せ
ら
れ
た
東
海
道
中
の
地

名
が
示
唆
さ
れ
る
。
本
書
は
『
占
景
盤
図
式
』
を
模
倣
す
る
だ
け
で
な
く
、
上
部

に
載
る
名
所
に
器
の
意
匠
を
合
わ
せ
る
趣
向
が
所
々
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

（
二
）「
石
」
と
名
所
の
関
係

続
い
て
、
鉢
山
図
に
み
る
石
に
注
目
す
る
。『
東
海
道
五
十
三
駅
鉢
山
図
絵
』

の
山
や
石
の
図
様
は
、
広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
の
山
を
模
し
た
も
の
や
、『
占
景

盤
図
式
』
の
形
を
意
識
し
て
配
さ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
全
て
が
そ
れ
を
典
拠
と

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

先
に
述
べ
た
「
鉢
山
造
り
様
之
事
」
に
は
、
石
の
種
類
に
関
す
る
記
述
が
あ

り
、「
清
閑
寺
石
」「
熊
野
石
」「
安
部
川
石
」「
加
茂
川
石
」「
鞍
馬
石
」
と
五
種

類
の
石
が
例
示
さ
れ
る（

（2
（

。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
東
海
道
の
通
る
付
近
で
採
取
さ

れ
る
水
石
で
あ
る
。
そ
こ
に
近
い
地
域
に
該
当
す
る
本
書
の
「
鉢
山
」
五
図
を
み

る
と
、
山
の
描
写
が
い
ず
れ
も
広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

「
清
閑
寺
石
」
は
、清
水
山
の
南
（
京
都
市
東
山
区
）
で
採
取
さ
れ
る
石
で
あ
る
。

第
五
四
図
「
大
津　

矢
橋
よ
り
舟
付
」
は
、
草
津
の
矢
橋
か
ら
琵
琶
湖
の
対
岸
の

大
津
と
比
叡
山
を
描
く
。
緑
色
で
彩
色
さ
れ
た
比
叡
山
の
向
こ
う
に
広
重
東
海
道

シ
リ
ー
ズ
で
は
黒
く
あ
ら
わ
さ
れ
る
は
ず
の
山
が
、
赤
く
異
な
る
形
状
で
描
か
れ

る
。
こ
の
山
は
、
琵
琶
湖
を
東
か
ら
西
に
見
た
際
に
比
叡
山
の
間
か
ら
垣
間
見
え

る
「
清
閑
山
石
」
を
産
出
す
る
清
閑
山
を
模
し
て
い
る
。
本
図
に
み
る
比
叡
山
背

後
の
山
が
広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
と
異
な
る
理
由
は
、
産
出
さ
れ
た
石
を
用
い
た

た
め
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
熊
野
石
」
と
は
現
在
の
三
重
県
熊
野
市
で
採
取
さ
れ
る
那
智
黒
石
を

指
す
と
み
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
近
い
第
四
四
図
「
四
日
市　

長
田
橋
」
に
は
中
央
に

黒
々
と
し
た
岩
が
配
さ
れ
る
。

「
安
部
川
石
」
は
府
中
（
静
岡
県
静
岡
市
）
で
採
取
さ
れ
る
水
石
の
安
部
川
石

で
あ
り
、
第
二
〇
図
「
府
中　

あ
べ
川
か
ち
渡
り
」
に
配
さ
れ
た
石
は
そ
れ
と
考

え
ら
れ
る
。

「
加
茂
川
石
」
は
京
都
の
三
条
大
橋
を
流
れ
る
鴨
川
の
北
方
・
加
茂
川
の
一
帯

で
採
れ
る
石
で
あ
り
、
第
五
五
図
の
「
京
三
条
大
橋　

都
入
口
」
に
み
る
三
条
大

橋
に
擬
せ
ら
れ
た
黒
石
は
そ
れ
と
み
ら
れ
る
。

そ
し
て
、「
鞍
馬
石
」
と
は
名
の
と
お
り
、
京
都
市
の
北
部
に
位
置
す
る
鞍
馬

か
ら
採
取
さ
れ
る
閃
緑
岩
の
こ
と
で
あ
る
。
第
五
六
図
の
「
大
内　

大
尾
」
に
は
、

京
都
御
所
の
後
ろ
に
広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
に
は
み
ら
れ
な
い
茶
色
い
石
が
描
か

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
鞍
馬
石
の
特
徴
を
捉
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
鉢
山
造
り
様
之
事
」
で
紹
介
さ
れ
る
五
つ
の
名
石
と
産
出
地

域
を
描
い
た
五
図
を
照
合
す
る
と
、
山
の
描
写
は
広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
と
類
似

せ
ず
、む
し
ろ
そ
の
名
石
の
色
や
特
徴
を
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、

木
村
唐
船
が
「
鉢
山
」
を
作
成
し
た
際
、
宿
駅
の
地
域
と
、
用
い
る
石
の
産
出
地

域
を
取
り
合
わ
せ
て
表
現
し
た
と
推
察
で
き
る
。

ま
た
、「
鉢
山
造
り
様
之
事
」
の
石
を
解
説
し
た
後
半
に
は
、「
春
の
景
を
作
る

に
ハ
、
天
之
石
に
青
石
を
用
ゆ
べ
し
。
夏
ハ
黒
石
、
秋
ハ
赤
石
、
冬
之
景
に
ハ
白

石
用
ゆ
べ
き
事
。」
と
書
か
れ
る
。「
鉢
山
」
で
春
の
景
色
を
作
り
た
い
と
き
は
青

色
の
石
を
用
い
、
同
様
に
夏
は
黒
石
、
秋
は
赤
石
、
冬
は
白
石
を
載
せ
る
べ
き
と

述
べ
る
。
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こ
れ
ら
を
本
書
の
鉢
山
図
と
照
合
す
る
と
、
確
か
に
季
節
と
石
の
色
が
合
致
す

る
。
第
二
図
の
「
品
川　

御
殿
山
」
に
み
る
御
殿
山
は
、
青
々
と
し
た
石
が
用
い

ら
れ
る
。
第
一
五
図
の
「
吉
原　

冨
士
川
わ
た
し
場
」
は
、
広
重
東
海
道
シ
リ
ー

ズ
で
緑
に
刷
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
川
沿
い
を
、
夏
の
景
色
を
表
現
す
る
た
め
黒
い

石
と
す
る
。
紅
葉
の
名
所
で
あ
る
第
三
七
図
「
赤
坂　

茶
の
木
原
」
は
、
赤
い
石

を
用
い
、
緑
の
楓
を
配
す
。
第
一
六
図
の
「
蒲
原　

七
な
ん
坂
雪
げ
し
き
」
や
、

第
四
七
図
の
「
亀
山　

城
下
出
口
」
が
白
い
石
を
用
い
る
理
由
は
、
雪
景
色
を
表

現
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
一
図
「
丸
子　

切
通
原
」
の
雪
景
色
は
青

や
黒
の
石
を
用
い
た
う
え
で
、
上
部
を
白
く
彩
る
。
雪
中
の
「
鉢
山
」
を
拵
え
る

際
、
石
に
ふ
の
り
を
塗
り
、
浜
砂
を
振
り
か
け
る
よ
う
に
本
書
で
は
解
説
さ
れ
る
。

青
や
黒
の
石
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
部
の
み
白
い
理
由
は
、
こ
の
方
法
を

用
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

本
来
の
制
作
者
で
あ
る
木
村
唐
船
は
、
単
に
広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
を
器
の
上

に
模
し
、
そ
れ
を
忠
実
に
再
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、「
鉢
山
」
の
制
作

方
法
に
則
る
こ
と
を
重
要
視
し
た
。
ま
た
、
石
の
色
と
季
節
、
石
の
産
地
と
名
所

を
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
唐
船
は
名
石
に
対
す
る
関
心
が
高
か
っ

た
と
わ
か
る
。
こ
の
石
に
関
し
、
絵
画
表
現
に
お
い
て
も
歌
川
芳
重
に
忠
実
に
再

現
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
は
、
本
書
の
需
要
者
も
こ
れ
ら
の
知
識
を
共
有
し
た
人
々

で
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
。
世
代
は
少
し
早
い
が
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
頃

に
は
「
占
景
盤
好
家
」
と
い
う
一
枚
の
刷
物
が
発
刊
さ
れ
、
そ
こ
に
墨
江
武
禅
を

は
じ
め
と
す
る
当
時
の
文
化
人
が
名
を
連
ね
る
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
の
ち

に
鉢
山
園
が
あ
っ
た
事
実
を
加
え
る
と
、
本
書
は
「
鉢
山
」
を
制
作
し
た
人
物
や

画
家
、
さ
ら
に
「
占
景
盤
好
家
」
に
名
を
連
ね
る
よ
う
な
「
鉢
山
」
を
好
む
愛
石

家
な
ど
、
文
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
木
村
唐
船
作
、
歌
川
芳
重
画
『
東
海
道
五
十
三
駅
鉢
山
図
絵
』
に

つ
い
て
多
角
的
な
方
面
か
ら
考
察
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
本
書
は
「
保
永
堂
版
」
と
『
占
景
盤
図
式
』
の
図
様
を
中
心
に
影
響

を
受
け
た
作
品
と
し
て
み
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
書
の
鉢
山
図
を
広
重
東
海

道
シ
リ
ー
ズ
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
た
し
か
に
本
書
の
鉢
山
図
は
上
巻
（
袋
井
以

東
）
を
最
も
有
名
な
「
保
永
堂
版
」
の
図
様
か
ら
引
用
す
る
も
の
の
、
下
巻
（
見

付
よ
り
西
）
は
京
都
御
所
ま
で
を
描
い
た
最
新
の
「
有
田
屋
版
」
か
ら
引
用
す
る

傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
他
に
も
「
蔦
屋
版
」
や
「
近
江
八
景
図
」
な
ど
、

広
重
の
様
々
な
名
所
図
を
模
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
一
方
、
本
書
の
器
図

は
従
来
『
占
景
盤
図
式
』
を
模
倣
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
き
た
が
、
器
と
意
匠

の
ど
ち
ら
も
一
致
す
る
図
は
わ
ず
か
九
図
で
あ
り
、
残
り
の
図
は
上
に
載
せ
ら
れ

た
宿
駅
の
特
質
を
意
識
し
た
意
匠
や
材
質
が
選
ば
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
わ
か
っ

た
。そ

し
て
、
本
書
の
う
ち
山
の
形
が
広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
と
大
き
く
異
な
る
鉢

山
図
は
、『
占
景
盤
図
式
』に
み
る
石
の
形
と
類
似
す
る
例
が
何
点
か
認
め
ら
れ
る
。

特
に
、末
尾
に
付
さ
れ
た
「
鉢
山
造
り
様
之
事
」
の
石
の
説
明
と
照
合
し
た
と
き
、

山
と
し
て
描
か
れ
る
石
が
宿
駅
周
辺
で
採
取
さ
れ
る
石
の
特
徴
と
類
似
し
、
更
に

季
節
と
岩
の
色
を
合
わ
せ
て
い
る
。
雪
景
色
の
表
現
方
法
が
一
致
す
る
の
も
重
要

な
点
で
あ
る
。

本
書
を
手
掛
け
た
歌
川
芳
重
は
、
江
戸
で
活
躍
し
た
歌
川
派
の
絵
師
で
あ
り
、

天
保
末
か
ら
嘉
永
初
期
の
い
ず
れ
か
の
時
点
で
大
坂
に
て
制
作
さ
れ
た
「
鉢
山
」

を
絵
画
化
し
た
。
従
来
の
芳
重
が
関
わ
っ
た
版
本
は
文
章
に
附
随
す
る
挿
絵
の
み
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で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
制
作
さ
れ
た
造
形
物
を
絵
画
化
し
、
画
集
と
し
た
も
の
で

あ
る
と
言
う
点
で
、
本
書
は
特
異
な
作
例
と
い
え
る（

（2
（

。
一
方
、「
鉢
山
」
の
制
作

者
で
あ
る
木
村
唐
船
は
、
大
坂
に
い
な
が
ら
も
、
江
戸
で
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
の

東
海
道
絵
を
す
ぐ
に
把
握
し
て
、
様
々
な
名
所
絵
を
作
品
に
取
り
込
み
、
大
坂
で

流
行
し
て
い
た
「
鉢
山
」
の
制
作
方
法
を
熟
知
し
て
愛
石
趣
味
に
も
通
じ
、
東
海

道
中
の
名
石
の
知
識
も
有
し
た
人
物
と
想
定
さ
れ
る
。
ど
の
図
の
「
鉢
山
」
が
実

際
に
造
形
物
と
し
て
制
作
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
絵
画
化
に
い
た
る
ま
で

に
は
、
お
も
ち
ゃ
絵
や
挿
絵
を
得
意
と
し
た
国
芳
門
下
の
芳
重
と
出
会
う
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
っ
た（

（2
（

。

制
作
の
経
緯
を
辿
る
と
、
江
戸
の
地
で
生
ま
れ
た
広
重
に
よ
る
東
海
道
絵
の

ブ
ー
ム
が
大
坂
へ
も
伝
播
し
、「
愛
石
」
と
鉢
山
の
趣
味
を
有
し
た
唐
船
に
よ
っ

て
「
鉢
山
」
が
成
立
し
、
そ
れ
が
国
芳
門
下
の
芳
重
に
見
出
さ
れ
、
再
び
歌
川
派

の
絵
画
作
品
へ
と
昇
華
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
本
書
は
、
江
戸
と

大
坂
の
流
行
を
把
握
し
た
芳
重
と
唐
船
と
い
う
両
者
が
偶
発
的
に
出
会
っ
た
こ
と

で
版
本
と
な
っ
た
わ
け
で
、
江
戸
後
期
の
こ
の
時
点
で
し
か
成
立
し
得
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

本
書
は
江
戸
の
東
海
道
絵
ブ
ー
ム
と
大
坂
の
「
鉢
山
」
ブ
ー
ム
、
文
人
の
唐
物

趣
味
と
、
浮
世
絵
最
盛
期
と
い
う
四
つ
の
潮
流
が
合
わ
さ
り
生
み
出
さ
れ
た
特
異

な
作
品
で
あ
る
。
ま
た
、
愛
石
趣
味
と
「
鉢
山
」
趣
味
は
唐
物
を
好
む
文
人
ら
の

間
で
広
ま
っ
て
い
っ
た
が
、
一
九
世
紀
前
半
に
な
り
唐
物
趣
味
の
影
響
を
受
け
つ

つ
も
、
国
内
の
石
を
用
い
、
東
海
道
の
名
所
を
表
現
し
た
例
と
も
言
え
、
中
国
か

ら
伝
播
し
た
芸
術
が
、
次
第
に
日
本
的
な
主
題
や
画
題
の
作
品
へ
と
昇
華
さ
れ
た

一
例
と
し
て
、
本
書
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
、「
鉢
山
図
」
の
図
様
分
析
を
中
心
と
し
て
、
文
章
を
あ
わ
せ
て
読

み
解
き
な
が
ら
、
成
立
背
景
を
考
察
し
た
。
今
後
は
、
大
坂
の
園
芸
文
化
と
愛
石

趣
味
に
お
け
る
位
置
づ
け
も
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
器
に
つ
い
て

は
図
様
の
典
拠
と
名
所
と
の
関
係
を
中
心
に
言
及
し
た
が
、
江
戸
後
期
に
お
け
る

陶
磁
器
の
受
容
と
言
う
観
点
か
ら
も
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
鉢
山
図
」

の
下
に
あ
る
器
が
何
焼
で
あ
る
か
を
絵
画
の
み
で
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の

の
、「
盆
栽
図
屏
風
」（
出
光
美
術
館
）
に
つ
い
て
の
研
究
の
よ
う
に
、
図
様
の
特

徴
か
ら
素
材
や
器
形
、
文
様
を
分
析
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う（

（3
（

。
ま
た
、
産
地

を
特
定
し
た
う
え
で
、
陶
磁
史
と
の
照
合
を
行
い
、
当
時
の
流
行
を
探
っ
て
い
け

ば
、
本
書
の
位
置
づ
け
も
、
よ
り
明
瞭
さ
が
増
す
も
の
と
考
え
る
。

【
註
】

（
１
）　

本
稿
で
は
便
宜
上
、広
重
が
手
掛
け
た
東
海
道
絵
の
こ
と
を
「
広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
」

と
呼
称
す
る
。

（
２
）　

鈴
木
重
三
「
広
重
「
東
海
道
絵
」
の
展
開
」『
保
永
堂
版　

広
重　

東
海
道
五
拾
三
次
』

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
一
月
二
一
一
頁
。

（
３
）　

井
田
太
郎
「
第
八
章
「
や
つ
し
」
と
「
縮
景
」」
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資

料
館
『
図
説　

江
戸
の
表
現
―
浮
世
絵
・
文
学
・
芸
能
―
』
八
木
書
店
、
二
〇
一
四
年
三

月
。
本
論
に
お
い
て
井
田
氏
は
、江
戸
時
代
に
お
け
る
表
現
様
式
の
一
つ
で
あ
る
「
縮
景
」

が
確
認
で
き
る
作
品
と
し
て
『
東
海
道
五
十
三
駅
鉢
山
図
絵
』
と
『
占
景
盤
』、『
占
景
盤

図
式
』
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
研
究
成
果
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
二
〇
一
二
年
の「
研
究
展
示　

江
戸
の「
表

現
」
―
浮
世
絵
・
文
学
・
芸
能
―
」
展
で
は
、
本
書
と
「
保
永
堂
版
東
海
道
」
の
東
海
道

絵
の
部
分
を
並
べ
た
デ
ジ
タ
ル
展
示
が
行
わ
れ
た
。

（
４
）①　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
『
企
画
展　

旅
へ
の
誘
い
～
江
戸
時
代
の
旅
の
本
か
ら
～
』

二
〇
一
三
年
六
月
。

②　

千
葉
市
美
術
館
『
所
蔵
作
品
展　

ス
モ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド　

作
品
目
録
』（
目
録
の
み
）

二
〇
一
四
年
七
月
。

③　

さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽
美
術
館
『
平
成
二
六
年
度
秋
季
特
別
展　

盆
山BO

N
SA

N

―
屏
風
に
息
づ
く
中
世
の
盆
栽
』
二
〇
一
四
年
十
月
。

④　

大
阪
歴
史
博
物
館
、
千
葉
市
美
術
館
、、
産
経
新
聞
社
『
唐
画
も
ん
―
武
禅
に
閬
苑
、

若
冲
も
』
二
〇
一
五
年
九
月
。

⑤　

那
珂
川
町
馬
頭
広
重
美
術
館
『
平
成
三
〇
年
度
企
画
展　

小
林
清
親
と
井
上
安
治
』
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（
目
録
の
み
）
二
〇
一
八
年
五
月

（
５
）　

鈴
木
淳
解
説
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ

編
『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ　

絵
巻
絵
本
外
題
目
録　

解
題
編
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
二
年
、
三
二
一
頁
。

（
６
）　

本
書
の
所
蔵
が
確
認
出
来
た
館
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

大
阪
天
満
宮
御
文
庫
、
国
立
国
会
図
書
館
（
明
治
後
期
版
）、
さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽

美
術
館
、
千
葉
市
美
術
館
ラ
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
東
洋
文
庫
（
明
治
後
期
版
）、

那
珂
川
町
馬
頭
広
重
美
術
館
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
、
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資

料
館
、初
瀬
川
文
庫
、浜
松
市
立
美
術
館（
一
部
断
簡
）カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー

校
東
亜
図
書
館
、大
英
博
物
館
、米
国
国
立
農
学
図
書
館
（
明
治
後
期
版
）、チ
ェ
ス
タ
ー
・

ビ
ー
テ
ィ
図
書
館
。

（
７
）　

詳
細
な
書
誌
情
報
は
以
下
の
文
献
で
記
述
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

前
掲
中
５
、
鈴
木
氏
解
説
。

（
８
）　
『
東
海
道
五
十
三
駅
鉢
山
図
絵
』
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

上
巻
：
蛙
菴
主
人
「
叙
」
／
蓬
雲
斎
田
一
鶴
「
叙
」
／
日
本
橋
～
袋
井
（
二
八
図
）。

下
巻
：
見
付
～
大
内
（
二
九
図
）
／
「
鉢
山
造
様
之
事
」

（
９
）　

本
序
文
を
手
掛
け
た
人
物
の
名
は
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
と
国
文
学
研
究
資
料
館
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
て
「
蛙
菴
主
人
」
と
表
記
さ
れ
、
鈴
木
淳
氏
に
よ
っ
て
「
鮭
菴
主
人
」
と
翻

刻
さ
れ
て
い
る
。
白
文
方
印
の
落
款
に
は「
一
号
吐
虹
」と
記
載
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
は『
絵

本
百
物
語
』
な
ど
に
登
場
し
、
虹
の
よ
う
な
気
を
吐
く
と
い
わ
れ
る
周
防
の
大
蟆
に
準
拠

し
た
雅
号
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
「
蛙
菴
主
人
」
と
す
る
。
ま
た
、
一
つ

目
の
序
文
末
尾
に
捺
さ
れ
た
朱
文
円
印
の
落
款
に
は
「
春
嶺
斎
」
と
書
か
れ
て
い
る
た
め
、

本
序
文
は
「
春
嶺
斎
蛙
菴
」
が
記
し
た
と
わ
か
る
。

（
10
）　
「
鉢
山
造
様
之
事
」
の
一
部
分
を
引
用
し
た
。
詳
細
は
翻
刻
を
参
照
。
こ
の
部
分
に
は
、

鉢
山
の
作
り
方
や
材
料
に
つ
い
て
書
か
れ
て
お
り
、
鉢
山
を
作
る
際
の
指
南
書
の
機
能
が

あ
る
。

（
11
）　

依
田
徹
『
盆
栽
の
誕
生
』
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
四
年
五
月
。
鉢
山
水
に
つ
い
て
は
上

記
に
て
北
村
援
琴
の
『
築
山
庭
造
伝
』
を
引
用
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
占
景

盤
』
も
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

（
12
）　
「
鉢
」
の
定
義
は
、
現
在
に
お
け
る
狭
義
の
意
味
で
は
な
く
、
佐
久
間
真
子
氏
が
述
べ

る
通
り
、
植
木
鉢
や
盆
器
も
含
め
た
江
戸
後
期
の
広
い
範
囲
の
意
味
で
用
い
る
。
佐
久
間

真
子
「
江
戸
の
園
芸
と
や
き
も
の
の
植
木
鉢
」『
江
戸
の
園
芸
熱　

浮
世
絵
に
見
る
庶
民

の
草
花
愛
』
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
、
二
〇
一
九
年
一
月
。

（
13
）①	

伊
藤
紫
織
「
山
水
を
描
き
、
山
水
を
造
る
―
墨
江
武
禅
の
絵
画
―
」『
唐
画
も
ん
―

武
禅
に
閬
苑
、
若
冲
も
』
二
〇
一
五
年
九
月
。
大
坂
の
「
占
景
盤
」
と
愛
石
趣
味
に

つ
い
て
は
、
浦
川
公
左
「
浪
華
江
南
鉢
山
園
之
図
」
に
見
る
よ
う
に
、「
鉢
山
」
を

見
せ
る
鉢
山
園
が
あ
っ
た
と
伊
藤
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

②	

川
見
典
久
「
墨
江
武
禅
の
刀
装
具
制
作
―
江
戸
時
代
に
お
け
る
絵
画
と
工
芸
の
関
係

性
―
」『
日
本
近
世
美
術
研
究
』
一
号
、北
島
古
美
術
研
究
所
、二
〇
一
八
年
一
二
月
。

川
見
氏
は
武
禅
が
山
水
を
敬
う
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
論
の
な
か
で
『
占

景
盤
』
を
挙
げ
て
い
る
。

（
14
）　

本
書
の
「
鉢
山
造
り
様
之
事
」
は
章
節
で
分
け
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
鉢
の
部
分

ご
と
に
章
を
分
け
、
各
章
の
表
現
方
法
に
関
す
る
説
明
を
節
で
分
け
た
。
全
体
を
概
観
す

る
と
、
石
と
景
物
に
関
す
る
記
述
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
唐
船
は
鉢
山
に
お
い
て
名
所
を

重
要
視
し
て
い
た
が
、
そ
れ
と
同
等
に
石
の
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
本
解
説
か

ら
理
解
で
き
る
。

（
15
）①	

飯
島
半
十
郎
『
浮
世
絵
師
便
覧
』
小
林
文
七
、一
八
九
三
年
九
月
、
一
三
丁
裏
。

②	

梅
本
鐘
太
郎 

（
塵
山
） 

編
『
浮
世
絵
備
考
』
東
陽
堂
、一
八
九
八
年
六
月
、一
一
五
頁
。

（
16
）　

当
時
の
国
芳
門
下
の
絵
師
は
お
も
ち
ゃ
絵
を
多
く
手
掛
け
て
い
た
。
現
存
す
る
芳
重
の

お
も
ち
ゃ
絵
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
他
に
も
お
も
ち
ゃ
絵
を
手
掛
け
て
い
た
可
能
性
が
高

い
。
ま
た
、同
時
代
に
は
鉢
植
え
や
箱
庭
の
物
尽
く
し
お
も
ち
ゃ
絵
が
制
作
さ
れ
て
い
た
。

詳
細
は
以
下
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

湯
浅
淑
子
「
お
も
ち
ゃ
絵
と
園
芸
―
物
尽
く
し
お
も
ち
ゃ
絵
を
中
心
に
―
」『
江
戸
の
園

芸
熱　

浮
世
絵
に
見
る
庶
民
の
草
花
愛
』
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
、
二
〇
一
九
年
一
月
。

（
17
）　

本
書
は
天
保
の
改
革
時
期
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
も
留
意
す
る
べ
き
点
で
あ
る
。

（
18
）　

広
重
の
東
海
道
図
は
『
東
海
道
名
所
図
会
』
な
ど
、
当
時
の
東
海
道
図
か
ら
影
響
を
受

け
て
お
り
、
全
図
の
図
像
が
広
重
独
自
の
も
の
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
本
書
と
図
様

比
較
を
行
っ
た
結
果
『
東
海
道
名
所
図
会
』
よ
り
も
広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
と
の
類
似
点

の
多
い
と
判
明
し
た
。
そ
の
た
め
、
本
書
は
広
重
東
海
道
を
模
倣
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

（
19
）　

前
掲
註
５
鈴
木
氏
解
説
。

（
20
）　

本
稿
で
広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
通
称
は
以
下
の
文
献
に
則
る
。
広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ

の
制
作
年
は
異
版
も
含
め
る
と
幅
が
あ
る
が
、
通
称
と
同
様
に
以
下
の
文
献
に
則
る
。
和

泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
『
広
重
の
東
海
道
―
十
二
種
類
の
五
十
三
次
―
』
二
〇
一
四
年

八
月
。

（
21
）　

前
掲
註
３
井
田
氏
文
献
。
井
田
氏
は
「
保
永
堂
版
」
の
他
に
当
時
の
定
型
だ
っ
た
図
様

を
組
み
合
わ
せ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
本
書
の
「
鉢
山
」
が
広
重
東
海
道
シ

リ
ー
ズ
の
図
様
を
基
本
的
に
引
用
し
て
い
る
と
考
え
る
。

（
22
）　

さ
ら
に
本
書
【
上
巻　

見
返
し
題
】
に
描
か
れ
た
名
所
図
は
「
蔦
屋
版
」
と
「
保
永
堂

版
」
の
平
塚
に
描
か
れ
る
榜
示
杭
と
二
本
の
立
札
か
ら
引
用
し
、「
狂
歌
入
」
に
描
か
れ
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る
鞠
子
の
茶
屋
を
引
用
し
て
い
る
。

（
23
）　
「
東
海
道
五
十
三
次
之
内
」（
行
書
東
海
道
）
と
「
東
海
道
」（
有
田
屋
版
東
海
道
）、「
東

海
道
五
十
三
對
」
の
三
つ
の
広
重
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
は
、
い
ず
れ
も
天
保
後
期
か
ら
弘
化

初
期
に
か
け
て
並
行
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
。

（
24
）　

本
書
下
巻
末
尾
の
【
後
見
返
し　

刊
記
】
を
参
照
。

（
25
）　

ど
ち
ら
の
版
本
の
器
も
、
何
の
材
質
で
出
来
て
い
る
か
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿

で
は
図
様
か
ら
見
て
推
察
す
る
。

（
26
）　

歌
川
広
重
は
「
江
戸
名
所
四
季
の
詠　

御
殿
山
花
見
之
圖
」
や
「
名
所
江
戸
百
景　

品

川
御
殿
や
ま
」
な
ど
、
品
川
の
桜
を
度
々
描
い
て
い
る
。

（
27
）　
『
占
景
盤
図
式
』
末
尾
に
記
載
さ
れ
た
「
景
盤
造
り
様
」
に
あ
る
石
の
項
目
に
は
、

一
一
種
類
の
名
石
を
列
挙
し
て
い
る
。
本
書
と
同
じ
石
も
書
か
れ
て
い
る
。

（
28
）　

今
後
は
大
阪
の
園
芸
と
文
人
の
資
料
を
よ
り
探
っ
て
行
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
29
）　

同
じ
く
国
芳
門
下
の
歌
川
芳
梅
（
一
八
一
九
～
一
八
七
九
）
も
同
時
期
の
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
に
大
坂
へ
戻
り
、
絵
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

（
30
）　

前
掲
中
４
―
③
、
二
〇
～
二
四
頁
。
本
図
録
で
は
「
盆
栽
図
屏
風
」
に
描
か
れ
た
二
三

点
の
器
物
の
素
材
、
文
様
、
形
状
を
特
定
し
、
器
物
に
名
称
を
振
っ
て
い
る
。

【
図
版
出
典
】

口
絵
１

図	

１
・
２
・
４
・
６
・
８
・
10
・
12
・
14
・
16
・
19
・
21
・
23
・
25

木
村
唐
船
作
、
歌
川
芳
重
画
『
東
海
道
五
十
三
駅
鉢
山
図
絵
』
半
紙
本
、
二
冊
、
二
九
．

七
×
一
七
．
二
㎝
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）、
版
元
・
浪
花
書
林　

塩
屋
弥
七
ほ
か
、

国
文
学
資
料
館
。

「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人　

人
間
文
化
研
究
機

構　

国
文
学
研
究
資
料
館
提
供
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
。

https://kotenseki.nijl.ac.jp/?ln=ja

図	

３
・
５
・
７
・
９

歌
川
広
重
「
東
海
道
五
拾
三
次
之
内
」（
保
永
堂
版
東
海
道
）
大
判
五
五
枚
揃
、
版
元
・

保
永
堂
ほ
か
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
頃
、
東
京
国
立
博
物
館
。

「
東
京
国
立
博
物
館　

研
究
情
報
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ　

画
像
検
索
」
東
京
国
立
博
物
館
提
供
、

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
。

https://w
ebarchives.tnm

.jp/

図	

11
・
13
・
15

「
東
海
道
」（
有
田
屋
版
東
海
道
）
八
ツ
切
判
五
六
揃
、
版
元
・
山
田
屋
庄
次
郎
、
文
政

一
三
（
一
八
三
〇
）
～
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
。

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
『
広
重
の
東
海
道　

十
二
種
類
の
東
海
道
五
十
三
次
』

二
〇
一
四
年
八
月
、
一
五
七
～
一
六
三
頁
。

図	

17
・
18

歌
川
広
重
「
近
江
八
景
図
」
大
判
八
枚
揃
、
版
元
・
竹
内
孫
八
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）

頃
～
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
頃
、
国
立
国
会
図
書
館
。

「
国
立
国
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」国
立
国
会
図
書
館
提
供
、デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1304662

図	

20
・
22
・
24

墨
江
武
禅
編
、
墨
江
道
寛
著
『
占
景
盤
図
式
』
半
紙
本
、
二
冊
、
二
四
．
九
×
一
七
．
六

㎝
、
明
治
・
大
正
頃
、
国
文
学
資
料
館
。

「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人　

人
間
文
化
研
究
機

構　

国
文
学
研
究
資
料
館
提
供
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
。

https://kotenseki.nijl.ac.jp/?ln=ja

全
て
令
和
元
年
一
〇
月
一
日
現
在
。
全
図
一
部
加
工
処
理
。

資
料

全
て
筆
者
作
。

【
附
記
】

本
稿
の
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
学
習
院
大
学
の
荒
川
正
明
先
生
、
國
學
院
大
學
の
藤
澤
紫
先

生
よ
り
貴
重
な
ご
助
言
と
ご
教
授
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
翻
刻
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
習
院

大
学
の
田
中
潤
先
生
よ
り
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
投
稿
に
あ
た
り
、
査
読
者
の
皆
さ

ま
に
は
貴
重
な
ご
指
導
と
ご
助
言
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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【
査
読
総
評
】（
五
十
音
順
）

・
本
論
考
は
、
こ
れ
ま
で
詳
し
い
考
察
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
東
海
道

五
十
三
駅
鉢
山
図
絵
』に
つ
い
て
、歌
川
広
重
が
手
掛
け
た
各
種
の
東
海
道
シ
リ
ー

ズ
お
よ
び
『
占
景
盤
図
式
』
と
の
詳
細
な
比
較
・
検
討
を
行
っ
た
も
の
で
、
す
で

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
保
永
堂
版
」
か
ら
だ
け
で
な
く
、い
わ
ゆ
る
「
有
田
屋
版
」

な
ど
か
ら
の
影
響
を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
が
特
に
評
価
さ
れ
る
。
序
文
を
素
直
に
読

め
ば
、『
鉢
山
図
絵
』
は
木
村
唐
船
と
い
う
人
物
が
個
人
的
な
楽
し
み
と
し
て
制

作
し
た
鉢
山
を
歌
川
芳
重
が
写
し
た
も
の
で
、
本
論
考
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
広

重
の
東
海
道
絵
か
ら
の
影
響
も
、
基
本
的
に
鉢
山
の
制
作
に
際
し
て
唐
船
が
受
け

た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
し
、
絵
画
化
に
際
す
る
芳
重
の
追
加
・
改
変
や
、

出
版
に
際
す
る
版
元
の
意
向
な
ど
が
本
書
に
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
そ

の
あ
た
り
は
明
確
に
区
別
し
た
う
え
で
の
考
察
が
望
ま
れ
る
。
序
文
が
誇
張
で
あ

り
実
際
に
は
異
な
る
出
版
状
況
が
想
定
さ
れ
る
と
い
う
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
今

後
の
課
題
と
し
て
、
さ
ら
な
る
深
化
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
阪
市
立
美
術
館　

主
任
学
芸
員　

秋
田
達
也
）

・
本
論
で
扱
う
『
東
海
道
五
十
三
駅
鉢
山
図
絵
』
は
、
近
年
、
展
示
や
画
像
公
開

の
機
会
が
増
え
て
い
る
も
の
の
、
詳
細
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
事
実

に
鑑
み
れ
ば
、
本
資
料
を
俎
上
に
挙
げ
た
こ
と
自
体
、
評
価
す
べ
き
こ
と
と
考
え

る
。
幕
末
期
の
大
坂
で
は
、
江
戸
か
ら
来
坂
し
た
浮
世
絵
師
が
活
動
し
て
お
り
、

両
地
の
絵
画
的
交
流
に
新
た
な
一
条
を
付
加
し
た
こ
と
も
評
価
で
き
る
。

本
資
料
と
広
重
の
保
栄
堂
版
「
東
海
道
五
十
三
次
」
の
類
似
点
は
先
行
研
究
で

指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
本
論
で
は
さ
ら
に
他
の
シ
リ
ー
ズ
に
も
典
拠
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
点
、
鉢
山
が
据
え
ら
れ
た
器
も
解
析
の
対
象
と

し
た
点
、
用
い
ら
れ
た
石
と
名
所
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
た
点
な
ど
も
、
論
者

の
優
れ
た
視
座
と
見
る
。
今
後
は
、
浮
世
絵
師
と
立
体
造
形
物
の
観
点
―
例
え
ば

切
組
灯
籠
な
ど
―
、上
方
と
江
戸
の
浮
世
絵
師
の
交
流
、先
行
類
例
に
対
す
る
「
や

つ
し
」
な
ど
へ
も
視
野
を
広
げ
、
本
資
料
に
対
す
る
さ
ら
な
る
研
究
の
深
化
を
期

待
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
阪
歴
史
博
物
館　

学
芸
員　

岩
佐
伸
一
）

・
本
稿
は
『
東
海
道
五
十
三
駅
鉢
山
図
絵
』
が
有
す
る
複
雑
な
成
立
背
景
を
解
き

ほ
ぐ
そ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
江
戸
と
上
方
、
浮
世
絵
と
鉢
山
な
ど

と
い
っ
た
異
な
る
文
化
の
交
錯
状
況
が
存
在
し
、
そ
の
分
析
に
は
広
範
な
知
識
が

必
要
と
な
る
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
ま
で
、
歌
川

広
重
に
よ
る
保
永
堂
版「
東
海
道
五
十
三
次
」と
墨
江
武
禅
に
よ
る『
占
景
盤
図
式
』

か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
執
筆
者
は
そ
れ
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い

と
考
え
、
広
重
が
手
が
け
た
そ
の
他
の
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
に
も
目
を
向
け
、
詳
細

な
比
較
を
行
な
う
こ
と
で「
有
田
屋
版
」な
ど
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。ま
た
、

同
書
の
精
読
に
よ
り
、そ
の
内
容
と
絵
画
表
現
と
の
間
に
関
連
性
が
あ
る
と
み
た
。

特
に
文
中
に
挙
げ
ら
れ
た
名
石
が
画
中
に
描
か
れ
る
と
み
た
着
眼
点
は
ユ
ニ
ー
ク

で
、
そ
の
特
異
性
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
点
で
評
価
に
値
す
る
。
同
書

の
よ
う
な
好
事
の
書
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
美
術
史
の
枠
組
み
だ
け
で
論
じ

れ
ば
事
足
り
る
と
い
う
わ
け
で
な
く
、
水
石
、
盆
石
、
盆
栽
、
立
花
、
庭
木
な
ど

に
対
す
る
興
味
や
知
識
が
不
可
欠
と
な
る
。「
鉢
山
」
の
制
作
者
・
木
村
唐
船
が

誰
で
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
な
し
得
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の

実
態
に
迫
る
た
め
、
今
後
も
種
々
の
視
点
を
獲
得
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　

（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　

准
教
授　

杉
本
欣
久
）


